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投資ファンド活用術
事業承継の切り札！

OPINION
「営農発電は、農業振興の有効な手段」
農林水産省食料産業局
バイオマス循環資源課 再生可能エネルギー室 

川中正光 室長



全国各地より厳選した逸品をお届け

創業450年来作り続けてきた糀作りの技術を継承し、今でも手作りにこだわり、職人
が一つ一つ心を込めて製造した甘酒。秋田県産あきたこまちを100％使用し、生糀
で製造しているため、深いコクでありながら、さっぱりとした飲み口が堪らない。

糀屋藤平の甘酒
（株式会社糀屋・群馬県）

国内で水揚げされた一本釣りの最高級びん長まぐろのみを使用。脂がのり、血合い
の少ない良質な肉質の鮪缶詰。高級料亭でも使用される「綿実油」、最高級のエ
キストラバージンオリーブオイルに漬け込んだ和洋缶詰に、国産ニンニク、国産唐辛
子の缶詰を加えた4種詰め合わせは贅沢の極みというべきセット。

高級ホワイトツナ4種12缶セット
（モンマルシェ株式会社・静岡県）

大粒の広島牡蠣を一つひとつ選び抜き、特殊な調理により、旨味と牡蠣本来のぷり
ぷり触感を残した牡蠣のオイル漬け。赤ワインには「燻製牡蠣のオリーブオイル漬
け」、白ワインには「ガーリックオイル漬け」がお薦めの大人向けのセット。

ワインに合う広島牡蠣のオイル漬け詰め合わせ
（株式会社A＆C・広島県）

「地方からの贈り物」通販サイトから商品をご購入いただけます。
オンラインショップ  http://chihou-gift.com/



あ
る
。
む
し
ろ
大
改
革
や
奇

跡
的
な
経
済
発
展
は
逆
境
下

に
し
か
生
ま
れ
な
い
。

か
つ
て
の
青
年
武
士
団
の

改
革
。
そ
の
裏
に
は
幕
末
の

大
飢
饉
が
厳
と
し
て
あ
っ
た
。

凶
作
が
続
き
、
百
姓
一
揆
が

激
発
。
飢
餓
か
ら
の
脱
出
を

求
め
て
政
権
を
交
代
し
た
の

が
明
治
維
新
で
あ
る
。
土
佐

土
民
の
艱
難
な
く
し
て
、
龍

馬
の
船
中
八
策
は
世
に
出
な

か
っ
た
は
ず
だ
。

東
洋
の
奇
跡
と
い
わ
れ
た

高
度
経
済
成
長
も
、
大
戦
に

敗
れ
、
極
貧
生
活
を
強
い
ら

れ
た
日
本
国
民
の
辛
苦
が
原

点
で
あ
ろ
う
。
苦
し
み
が
力

を
生
み
、
良
質
な
労
働
力
を

育
て
、
技
術
を
進
展
さ
せ
、

利
益
の
貯
蓄
と
大
規
模
投
資

を
推
進
さ
せ
た
の
は
、
紛
れ

も
な
い
事
実
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
は
ま
さ
に
国
難

そ
の
も
の
。
だ
が
こ
の
国
難

を
乗
り
越
え
れ
ば
、
平
時
で

は
成
し
得
な
い
経
済
成
長
が

起
こ
り
得
る
こ
と
は
歴
史
が

証
明
し
て
い
る
。
逆
境
が
人

を
強
く
す
る
の
は
、
今
も
昔

も
変
わ
ら
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
街
角
か

ら
賑
わ
い
が
消
え

た
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
や
若
者
で
人
波
が
途
切

れ
な
か
っ
た
大
阪
・
道
頓
堀
。

い
ま
で
は
人
が
ほ
と
ん
ど
い

な
い
。

４
月
７
日
の
緊
急
事
態
宣

言
が
決
定
的
だ
っ
た
。
外
出

自
粛
に
休
業
要
請
で
あ
る
。

消
費
は
一
気
に
冷
え
込
み
、

多
く
の
企
業
が
存
亡
の
淵
に

立
た
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
人
間
に
は
、
ウ

イ
ル
ス
を
撃
退
す
る
免
疫
力

が
備
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
、

逆
境
を
撥
ね
退
け
る
底
力
が
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〝
コ

ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
〞
に

よ
る
倒
産
は
主
に
観

光
関
連
企
業
に
集
中

し
た
が
、
製
造
業
で
も
部
品
調

達
に
支
障
が
出
て
お
り
、
大
手

企
業
の
生
産
停
止
に
よ
る
下
請

け
企
業
の
休
業
・
廃
業
も
起
こ

り
得
る
。
こ
の
状
況
下
、
地
方

自
治
体
に
よ
る
外
出
自
粛
要
請

に
続
き
、
政
府
が
緊
急
事
態
宣

言
を
発
令
。
一
層
の
自
粛
強
化

で
国
内
消
費
が
冷
え
込
み
、
影

響
が
拡
大
し
そ
う
だ
。

こ
う
し
た
事
態
に
、
政
府
は

中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
の

資
金
繰
り
を
支
援
す
る
。
緊
急

経
済
対
策
の
事
業
規
模
は
、
策

定
済
み
の
緊
急
対
応
策
第
一
弾

・
第
二
弾
を
含
め
て
計
１
１
７

兆
円
だ
。
う
ち
『
雇
用
の
維
持

と
事
業
の
継
続
』
に
89
兆
円
割

り
当
て
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
今

後
編
成
す
る
補
正
予
算
の
成
立

を
前
提
と
し
た
も
の
。
変
更
も

予
想
さ
れ
る
。

緊
急
対
応
策
第
二
弾
で
は
、

対
応
策
第
一
弾
で
決
め
た
日
本

政
策
金
融
公
庫
な
ど
の
緊
急
貸

付
・
保
証
枠
５
０
０
０
億
円
を

６
０
０
０
億
円
に
拡
充
し
、
据

え
置
き
期
間
２
年
以
内
を
５
年

以
内
に
延
長
し
た
。
さ
ら
に
、

売
上
高
が
減
少
し
た
中
小
企
業

や
小
規
模
事
業
者
を
対
象
に
、

追
加
の
特
別
貸
付
制
度
と
し
て

５
４
３
０
億
円
の
融
資
枠
を
確

保
し
た
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
含

む
個
人
事
業
主
や
売
上
高
の
急

減
し
た
中
小
企
業
に
は
、
実
質

無
利
子
化
す
る
措
置
も
取
る
。

こ
の
ほ
か
、
信
用
保
証
協
会
に

よ
る
融
資
額
の
80
〜
１
０
０
％

の
信
用
保
証
を
行
う
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
保
証
に
６
０
６
０
億

円
、
日
本
企
業
の
海
外
事
業
に

お
け
る
資
金
繰
り
や
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
確
保
に
２
５
０
０
億

円
の
金
融
措
置
を
講
じ
る
。

ま
た
政
府
は
、
緊
急
経
済
対

策
に
よ
る
追
加
支
援
で
、
日
本

政
策
金
融
公
庫
ら
に
よ
る
『
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特

別
貸
付
』
や
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
マ
ル
経
融
資
』
、

商
工
組
合
中
央
金
庫
ら
に
よ
る

『
危
機
対
応
融
資
』
な
ど
を
、

既
往
債
務
の
借
換
や
実
質
無
利

子
化
の
対
象
と
す
る
。

厚
生
労
働
省
所
管
の
雇
用
調

整
助
成
金
に
つ
い
て
、
政
府
は

対
応
策
第
二
弾
で
特
例
を
設
定
。

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受

け
る
事
業
主
す
べ
て
を
対
象
に
、

従
業
員
に
一
時
休
業
や
出
向
な

ど
を
行
っ
て
雇
用
を
維
持
し
た

際
の
手
当
て
や
賃
金
の
一
部
を

負
担
す
る
。
直
近
に
同
制
度
を

利
用
し
た
事
業
主
や
、
事
業
所

設
置
後
１
年
未
満
の
事
業
主
も
、

同
じ
く
助
成
す
る
ほ
か
、
雇
用

保
険
被
保
険
者
で
な
い
従
業
員

の
休
業
な
ど
も
対
象
に
す
る
。

政
府
が
緊
急
経
済
対
策
で
新

規
に
掲
げ
た
支
援
策
に
は
、
持

続
化
給
付
金
の
名
目
で
、
コ
ロ

ナ
シ
ョ
ッ
ク
で
売
上
高
が
前
年

同
月
比
50
％
以
上
減
少
し
た
中

堅
以
下
の
企
業
や
個
人
事
業
主
、

そ
の
他
各
種
法
人
に
対
す
る
給

付
金
が
あ
る
。
前
年
の
総
売
上

高
か
ら
、
売
上
高
が
50
％
以
上

減
じ
た
月
の
売
上
額
に
12
を
乗

じ
た
値
を
差
し
引
い
た
金
額
を

給
付
す
る
。
た
だ
法
人
は
２
０

０
万
円
、
個
人
事
業
主
は
１
０

０
万
円
が
上
限
だ
。

将
来
の
補
助
も
拡
充

さ
せ
た
。
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
対
策
の
た
め
の

『
国
内
投
資
促
進
事
業
』

で
は
、
海
外
依
存
度
の

高
い
製
品
や
部
材
・
素

材
の
生
産
拠
点
を
国
内

へ
移
す
際
の
設
備
投
資

を
補
助
す
る
。
同
様
に
、

『
海
外
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
多
元
化
等
支
援
事

業
』
で
は
、
海
外
の
製

造
拠
点
を
複
線
化
す
る

た
め
の
投
資
を
補
助
す

る
。
従
来
の
『
生
産
性

革
命
推
進
事
業
』
に
は
、

補
正
予
算
で
７
０
０
億
円
追
加

計
上
し
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に

対
応
す
る
た
め
に
投
資
す
る
事

業
者
に
特
別
枠
を
設
け
た
。

こ
の
ほ
か
、
今
年
２
月
以
降

に
前
年
同
期
比
20
％
以
上
売
上

高
が
減
少
し
た
事
業
者
に
は
、

税
金
や
社
会
保
険
料
の
納
付
を

無
担
保
・
延
滞
税
な
し
で
１
年

間
猶
予
す
る
。

た
だ
、
中
小
事
業
者
向
け
支

援
の
事
業
規
模
89
兆
円
の
う
ち

〝
真
水
〞
の
財
政
支
出
は
31
兆

円
。
緊
急
経
済
対
策
全
体
の
事

業
規
模
１
１
７
兆
円
に
占
め
る

財
政
支
出
額
は
48
・
４
兆
円
だ
。

欧
米
諸
国
と
比
べ
て
少
な
い
と

の
指
摘
も
あ
る
。

娯楽施設やイベントの休業・自粛が相次ぎ、観光に関わる産業を中心として
関連倒産が続出している

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける企業に対する政府の支援策（2020年4月14日現在）
支援内容 備考

融
資

新型コロナウイルス感染症
特別貸付

●日本政策金融公庫より中小事業3億円、国民事業6000万円を上限に貸付け
●3000万円以下の分については当初3年間利率を0.9%引き下げ
●貸付け条件：
（1）最近1ヵ月の売上高が、前年または前々年の同期と比較して5%以上減少 
（2）業歴が3ヵ月以上1年1ヵ月未満の場合は、最近1ヵ月の売上高が以下のいずれかと比較して5%以上減少

①過去3ヵ月（最近1ヵ月含む）の平均売上高
②2019年12月の売上高
③2019年10～12月の平均売上高

生活衛生
新型コロナウイルス感染症
特別貸付 

●日本政策金融公庫より6000万円を上限に貸付け
●3000万円以下の分については当初3年間利率を0.9%引き下げ
●貸付け条件：生活衛生関係の事業を営む企業のうち、新型コロナウイルス感染症の影響で以下に該当するもの
（1）最近1ヵ月の売上高が、前年または前々年の同期と比較して5%以上減少
（2）業歴が3ヵ月以上1年1ヵ月未満の場合は、最近1ヵ月の売上高が以下のいずれかと比較して5%以上減少

①過去3ヵ月（最近1ヵ月含む）の平均売上高
②2019年12月の売上高
③2019年10～12月の平均売上高

生活衛生改善貸付 ●生活衛生新型コロナウイルス感染症特別貸付と別枠で1000万円を上限に貸付け

危機対応融資

●商工中金と日本政策投資銀行より元高20億円、残高3億円を上限に貸付け
●貸付け対象：
　新型コロナウイルス感染症の影響により直近1カ月の売上高が、前年又は前々年の同期比5%以上減少している中小企業
●残高1億円までは当初3年間利率を0.9%引き下げ、売上げ減少が一定以上（中小企業：▲20%、小規模事業者：▲15%）の企業には同期間の

金利を実質0%とする特別利子補給制度を適用

マル経融資
（別枠確保ほか）

●通常の融資限度額2000万円と別枠で1000万円を上限に融資
●融資対象：商工会議所などの経営指導を受け、その長の推薦を受けた小規模事業者で、かつ新型コロナウイルス感染症の影響により最近1ヵ月

の売上が前年または前々年の同期と比較して5%以上減少しているもの
●当初3年間の利率を0.9%引き下げ、据え置き期間を延長する

セーフティネット貸付

●日本政策金融公庫より中小事業7.2億円、国民事業4800万円を上限に貸付け
●貸付け対象：以下のいずれかに該当し、中長期的に回復の見込まれる事業者
（1）最近の決算期における売上高が前期または前々期比5%以上減少している
（2）最近3ヵ月の売上高が前年同期または前々年同期比5%以上減少しており、かつ、今後も売上減少が見込まれる
（3）最近の決算期における純利益額または売上高経常利益率が前期または前々期に比し悪化している
（4）最近の取引条件が回収条件の長期化または支払条件の短縮化等により、0.1ヵ月以上悪化している
（5）社会的な要因による一時的な業況悪化により資金繰りに著しい支障を来している、または来すおそれがある
（6）最近の決算期において、赤字幅が縮小したものの税引前損益または経常損益で損失を生じている
（7）前期の決算期において、税引前損益または経常損益で損失を生じており、最近の決算期において、利益が増加したものの利益準備金及び

任意積立金等の合計額を上回る繰越欠損金を有している
（8）前期の決算期において、税引前損益または経常損益で損失を生じており、最近の決算期において、利益が増加したものの債務償還年数が

15年以上である

衛生環境激変対策
特別貸付

●日本政策金融公庫より既存の貸付け額と別枠で1,000万円（旅館業は別枠3,000万円） を上限に貸付け
●貸付け対象：新型コロナウイルス感染症の発生による一時的な業況悪化から資金繰りに支障をきたしている旅館業、飲食店営業及び喫茶店営

業を営む企業で、以下のいずれにも該当するもの
（1）最近1ヵ月間の売上高が前年または前々年の同期に比較して10％以上減少しており、今後も減少が見込まれる
（2）中長期的に業況が回復し発展することが見込まれる

信
用
保
証

セーフティネット保証
●一般保証枠2.8億円と別枠で2.8億円を上限に保証
　4号：借入債務を信用保証協会が100%保証（全都道府県を対象）
　5号：同80%保証（新型コロナウイルス感染症の影響を受けている指定業種のみ対象）

危機関連保証 ●一般・セーフティネット保証とはさらに別枠で2.8億円を上限に保証
●貸付け対象：売上高が前年同月比15％以上減少する中小企業・小規模事業者

補
助
金
・
助
成
金

持続化給付金
●前年の総売上げ－（前年比売上げ50％減の月の売上げ×12）の金額を支給。ただし法人は200万円、個人事業主は100万円が上限
●給付対象：新型コロナウイルス感染症の影響により売上げが前年同月比で50％以上減少している中堅企業、中小企業、小規模事業者、フリーラ

ンスを含む個人事業者、その他各種法人など

生産性革命推進事業
●通常の事業の枠とは別に特別枠を設定。新型コロナウイルス感染症の影響を乗り越えるために前向きな投資を行う事業者について、支援内容を

拡充し、優先的に採択
●生産性向上や賃上げに係る目標値の達成時期を1年間猶予

サプライチェーン対策のための
国内投資促進事業

●特定国に依存する製品・部素材の依存度低減および、国民が健康な生活を営む上で重要な製品などの内製化のための国内拠点整備費用を
補助

●補助対象：大企業や中小企業など
●建物・設備の導入費のうち、大企業では1/2、中小企業などでは2/3を補助

海外サプライチェーン多元化等
支援事業

●海外製造拠点の複線化などを目的とした、日本企業によるASEAN諸国への設備投資
●補助対象：実証事業・事業実施可能性調査を補助
●大企業1/2、中小企業2/3、中小企業等グループ3/4を補助。ただし、日本への輸出比率に応じた補助率を追加調整予定

雇用調整助成金の特例措置

●経済上の理由により事業活動の縮小を余儀なくされた事業主が労働者に対して一時的に休業、教育訓練または出向を行い、労働者の雇用維持
を図った場合に、休業手当や賃金などの一部（大企業：2/3、中小企業：4/5）を助成

●解雇を行わない場合、助成率を引き上げ（大企業：3/4、中小企業：9/10）
●休業等の初日が2020年1月24日から7月23日までの場合に適用。事後申請を受け付ける
●助成対象：新型コロナウイルス感染症の影響を受ける全事業者

出所：経済産業省資料をもとにCOALAnet作成

〝コロナショック〟対策
中小事業者支援 事業規模89兆円

新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、倒産・廃業した中小事業者が相次ぐなか、
政府は雇用の維持と事業の継続に31兆円拠出し、事業規模89兆円の支援を行う。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
経
済

的
打
撃
は
深
刻
だ
。

日
本
商
工
会
議
所
が
発
表
し
た

２
０
２
０
年
３
月
の
商
工
会
議

所
早
期
景
気
観
測
の
調
査
結
果

に
よ
れ
ば
、
全
産
業
合
計
の
業

況
景
気
動
向
指
数
は
マ
イ
ナ
ス

49
で
、
２
月
と
比
べ
16
・
４
ポ

イ
ン
ト
も
下
が
っ
た
。

早
か
っ
た
の
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
関
連
。
訪
日
外
客
が
激
減
し
、

宿
泊
施
設
や
ツ
ア
ー
の
キ
ャ
ン

セ
ル
が
相
次
い
だ
。
２
月
下
旬

に
は
娯
楽
や
イ
ベ
ン
ト
の
自
粛

ム
ー
ド
が
広
が
り
、
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
や
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
シ
ー
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
は
い
ず

れ
も
２
月
29
日
か
ら
休
業
。
不

特
定
多
数
の
人
が
集
ま
る
ス
ポ

ー
ツ
の
試
合
な
ど
も
開
催
中
止

両
社
の
新
事
業
は
、
ウ

エ
ス
ト
が
再
エ
ネ
電

力
を
調
達
し
て
大
ガ

ス
に
卸
し
、
大
ガ
ス
が
そ
れ
を

活
用
す
る
。
ウ
エ
ス
ト
は
、
地

域
の
地
方
銀
行
や
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
、
再
エ
ネ
会
社
な
ど
と
提
携

し
て
、
再
エ
ネ
電
源
の
調
達
先

を
増
や
す
。
大
ガ
ス
は
、
事
業

用
の
電
力
を
再
エ
ネ
に
切
り
替

え
る
大
手
企
業
な
ど
に
、
日
本

卸
電
力
取
引
所
の
「
非
化
石
価

値
」
を
加
え
た
価
格
と
同
程
度

で
再
エ
ネ
電
力
を
提
案
す
る
予

定
だ
。

ウ
エ
ス
ト
は
か
ね
て
よ
り
、

太
陽
光
発
電
設
備
を
企
業
の
施

設
に
設
置
し
、
発
電
し
た
再
エ

ネ
電
力
を
企
業
に
供
給
す
る
Ｐ

Ｐ
Ａ
（
電
力
販
売
契
約
）
モ
デ

ル
を
展
開
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、

長
期
間
に
亘
っ
て
企
業
か
ら
徴

収
す
る
利
用
料
で
初
期
の
設
備

費
を
回
収
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

企
業
の
初
期
負
担
が
ゼ
ロ
に
な

る
た
め
〝
無
償
設
置
〞
と
も
い

う
が
、
こ
の
無
償

設
置
で
も
大
ガ
ス

と
協
業
す
る
。
ウ

エ
ス
ト
が
太
陽
光

発
電
設
備
の
設
計

・
施
工
や
保
守
・

管
理
を
担
い
、
大

ガ
ス
は
幅
広
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
提
案
を

行
っ
て
顧
客
層
を

囲
い
込
む
。
都
市

ガ
ス
を
使
う
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
（
熱

電
併
給
シ
ス
テ

ム
）
な
ど
と
と
も

に
販
売
す
る
。

に
見
舞
わ
れ
た
。

４
月
１
日
の
帝
国
デ
ー
タ
バ

ン
ク
の
倒
産
速
報
に
よ
れ
ば
、

２
月
以
降
、
ク
ル
ー
ズ
船
を
運

航
す
る
兵
庫
県
の
ル
ミ
ナ
ス
ク

ル
ー
ズ
や
福
島
県
の
田
村
屋
旅

館
、
茨
城
県
の
富
士
屋
ホ
テ
ル

な
ど
13
社
が
事
業
継
続
を
断
念

し
た
と
い
う
。

製
造
業
も
消
費
の
縮
小
や
原

材
料
調
達
に
支
障
を
き
た
す
な

ど
の
理
由
か
ら
休
業
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
自
動
車
業
界
で
は
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
が
４
月
３
日
か

ら
国
内
５
工
場
の
７
ラ
イ
ン
を

停
止
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
の

第
１
ラ
イ
ン
は
４
月
15
日
ま
で

の
９
稼
働
日
休
業
す
る
。
日
産

自
動
車
が
国
内
３
工
場
で
４
月

か
ら
５
月
に
か
け
て
生
産
調
整

す
れ
ば
、
マ
ツ
ダ
は
本
社
工
場

と
防
府
工
場
で
13
日
間
の
全
面

操
業
停
止
と
８
日
間
の
夜
間
操

業
停
止
を
実
施
。
ス
バ
ル
は
群

馬
県
内
の
３
工
場
で
４
月
11
日

か
ら
５
月
１
日
ま
で
休
止
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
セ
イ
コ
ー
エ
プ

ソ
ン
は
休
業
し
て
い
た
中
国
の

グ
ル
ー
プ
工
場
を
２
月
21
日
ま

で
に
再
開
さ
せ
た
が
、
物
流
の

影
響
で
製
品
出
荷
に
影
響
が
出

る
可
能
性
も
あ
る
よ
う
だ
。

市
況
も
反
応
し
た
。
３
月
９

日
に
国
際
原
油
価
格
が
４
割
余

ウ
エ
ス
ト
は
同
様
の
事
業
提

携
を
今
後
も
拡
げ
る
。
す
で
に

大
手
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
や
総
合

商
社
な
ど
と
交
渉
を
進
め
て
お

り
、
２
０
２
３
年
に
は
一
連
の

新
事
業
で
売
上
高
１
０
０
億
円

を
目
指
す
。
大
ガ
ス
は
再
エ
ネ

関
連
事
業
を
推
進
す
る
方
針
で
、

30
年
度
ま
で
に
扱
う
再
エ
ネ
を

２
Ｇ
Ｗ
程
ま
で
増
や
し
た
い
考

え
だ
。

再
エ
ネ
の
需
要
が
急
速
に
拡

大
し
た
背
景
に
は
、
気
候
変
動

対
策
と
し
て
脱
炭
素
社
会
の
実

現
を
目
指
す
世
界
的
な
潮
流
が

あ
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
（
環
境
・
社
会

・
企
業
統
治
）
に
配
慮
し
た
企

り
急
落
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

場
の
ダ
ウ
平
均
株
価
は
下
落
。

急
激
な
ド
ル
安
で
円
ド
ル
相
場

が
一
時
１
０
１
円
／
米
ド
ル
台

に
達
し
、
動
揺
が
広
が
っ
た
。

マ
ス
ク
不
足
に

企
業
が
協
力

こ
の
状
況
下
、
シ
ャ
ー
プ
は

３
月
24
日
、
自
社
の
三
重
工
場

で
不
織
布
マ
ス
ク
の
製
造
を
開

始
し
た
。
政
府
の
『
マ
ス
ク
生

産
設
備
導
入
支
援
事
業
』
に
応

じ
て
２
月
28
日
に
決
定
し
、
液

晶
パ
ネ
ル
製
造
用
の
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
に
２
台
の
マ
ス
ク
製
造

設
備
を
据
え
つ
け
た
。
日
産
15

万
枚
の
生
産
能
力
を
近
々
50
万

枚
ま
で
増
強
す
る
と
い
う
。

な
お
、
マ
ス
ク
生
産
設
備
導

入
支
援
事
業
の
一
環
で
マ
ス
ク

の
生
産
・
増
産
を
行
う
企
業
は

全
国
で
13
社
に
の
ぼ
る
。

ウ
ェ
ッ
ト
ス
ー
ツ
素
材
を
製

造
す
る
山
本
化
学
工
業
は
、
ウ

ェ
ッ
ト
ス
ー
ツ
素
材
と
ニ
ッ
ト

生
地
を
組
み
合
わ
せ
た
マ
ス
ク

を
開
発
。
内
側
に
ガ
ー
ゼ
を
挟

ん
で
繰
り
返
し
使
用
で
き
る
も

の
と
し
て
４
月
に
売
り
出
し
た
。

ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
は
中
国

工
場
で
の
マ
ス
ク
生
産
に
加
え
、

宮
城
県
角
田
工
場
を
一
部
改
修

し
て
増
産
、
今
年
６
月
ま
で
に

業
へ
の
投
資
が
活
発
に
な
り
、

大
手
企
業
は
再
エ
ネ
の
使
用
に

よ
る
環
境
配
慮
を
ア
ピ
ー
ル
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

14
年
に
は
事
業
用
電
力
を
す
べ

て
再
エ
ネ
で
賄
う
目
標
を
掲
げ

る
企
業
連
合
、『
Ｒ
Ｅ
１
０
０
』

が
発
足
。
参
加
企
業
が
国
内
外

で
急
速
に
拡
大
し
た
。

た
だ
、
日
本
で
は
こ
れ
ま
で

Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
再
エ
ネ
の
固
定
価
格

買
取
制
度
）
を
活
用
し
た
太
陽

光
発
電
所
の
開
発
が
主
で
、
一

般
の
企
業
が
事
業
用
の
電
力
に

再
エ
ネ
を
使
う
自
家
消
費
の
利

用
は
限
ら
れ
て
い
た
。
と
は
い

え
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
費

は
劇
的
に
下
が
り
、
企
業
が
設

備
を
導
入
す
れ
ば
、
電
力
代
の

削
減
額
で
初
期
投
資
を
５
〜
10

年
で
回
収
で
き
る
水
準
ま
で
進

展
し
た
。
と
く
に
ウ
エ
ス
ト
は

太
陽
光
発
電
設
備
を
１
Ｇ
Ｗ
以

上
建
設
し
、
保
守
・
管
理
ま
で

一
貫
し
て
行
う
体
制
を
構
築
、

コ
ス
ト
競
争
力
で
は
他
社
の
追

随
を
許
さ
な
い
。

そ
こ
で
ウ
エ
ス
ト
は
、
自
社

の
リ
ソ
ー
ス
と
大
ガ
ス
の
法
人

顧
客
網
を
活
か
せ
ば
、
高
ま
る

企
業
向
け
の
再
エ
ネ
需
要
を
取

り
込
め
る
と
判
断
し
た
。
今
後

も
再
エ
ネ
を
巡
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

会
社
の
提
携
が
加
速
し
そ
う
だ
。

月
間
１
億
４
０
０
０
万
枚
供
給

す
る
体
制
を
整
え
る
と
い
う
。

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
の
増
産

に
も
政
府
が
補
助
金
事
業
の
公

募
を
実
施
し
、
３
月
24
日
ま
で

に
丸
石
製
薬
や
ド
ー
バ
ー
酒
造

な
ど
４
社
を
採
択
し
た
。

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
は
４
月
15
日
、
大
阪
工
場

で
製
造
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
を
医

療
機
関
へ
提
供
す
る
と
発
表
。

４
月
下
旬
に
も
供
給
を
始
め
る

予
定
で
、
経
費
は
自
社
負
担
と

す
る
。
こ
の
ほ
か
、
山
形
県
や

高
知
県
、
沖
縄
県
な
ど
の
複
数

の
酒
造
業
者
が
、
65
〜
77
度
程

度
の
高
度
数
の
酒
類
を
発
売
す

る
と
表
明
し
て
い
る
。

国
外
で
は
ス
ズ
キ
の
子
会
社

で
あ
る
マ
ル
チ
・
ス
ズ
キ
・
イ

ン
デ
ィ
ア
が
、
イ
ン
ド
国
内
の

人
工
呼
吸
器
メ
ー
カ
ー
ら
に
自

社
の
品
質
管
理
や
量
産
の
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
を
提
供
し
、
共
同
生

産
を
行
う
。

ス
ズ
キ
は
同
様
の
取
組
み
を

日
本
で
行
う
予
定
は
な
い
と
し

て
い
る
が
、
今
後
の
情
勢
次
第

で
は
同
社
の
経
験
が
活
き
る
場

面
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

〝
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
〞
は
、

も
は
や
政
府
の
力
だ
け
で
は
抑

え
ら
れ
な
い
。
企
業
の
英
知
と

努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

コロナと戦うニッポン企業
マスク、消毒液増産へ

新型コロナウイルスの感染拡大で日本経済に深刻な影響が広がるなか、
マスクや消毒液を増産するなど、奮闘する企業が現れた。

ウエスト、大ガスと提携
大手企業へ再エネ供給

太陽光発電所開発の国内大手、ウエストホールディングスが大阪ガスと提携した。
再生可能エネルギーの需要拡大を見越して再エネ電力を大手企業に拡販する。 シャープは三重工場のクリーンルームを活用し、マスクの製造を開始した

ウエストグループは太陽光発電所を１GW以上建設、管理・保守まで手掛けている

写真提供：シャープ
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企
業
数
の
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。

日
本
の
総
企
業
数
の
99
・
７
％
を
占
め
、

労
働
人
口
の
70
％
以
上
を
雇
用
す
る

中
小
企
業
が
、２
０
１
４
年
か
ら
僅
か
２
年
間
で

実
に
20
万
社
も
消
滅
し
た
。

背
景
に
は
、経
営
者
の
高
齢
化
と

後
継
者
不
在
の
問
題
が
あ
る
。

中
小
企
業
経
営
者
の
65
％
超
が
60
歳
以
上
で
、

大
半
が
後
継
者
を
決
め
て
い
な
い
と
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
企
業
の
雇
用
者
数
は
６
５
０
万
人
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）換
算
で

22
兆
円
に
及
ぶ
と
の
推
計
も
あ
る
。

早
期
に
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、

日
本
の
経
済
は
衰
退
し
か
ね
な
い
。

解
決
の
糸
口
と
な
る
の
は
、

経
営
者
が
株
式
や
事
業
資
産
を

親
族
や
第
三
者
に
譲
る
事
業
承
継
で
あ
る
が
、

企
業
の
自
助
努
力
に
も
限
界
が
あ
る
。

そ
こ
で
い
ま
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が

投
資
フ
ァ
ン
ド
の
活
用
だ
。

複
数
の
事
例
を
も
と
に
、

投
資
フ
ァ
ン
ド
の
活
用
例
を
紹
介
す
る
。

［中小企業数の推移］
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投
資
フ
ァ
ン
ド

活
用
術

事
業
承
継
の
切
り
札
！
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自
分
の
身
に
何
か
あ
っ

た
ら
会
社
は
ど
う
な

る
か
│
│
。

一
抹
の
不
安
も
抱
か
な
い
経

営
者
は
い
な
い
。
高
齢
に
な
れ

ば
、
次
第
に
不
安
は
増
幅
し
、

後
継
者
を
探
し
始
め
る
は
ず
だ
。

だ
が
、「
息
子
に
は
継
ぐ
意
思
が

な
い
。
従
業
員
に
も
後
継
者
候

補
が
い
な
い
」。厳
し
い
現
実
を

突
き
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
れ
で
も
従
業
員
に
は
生
活

が
あ
る
。
事
業
を
絶
や
す
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
残
る
策
は
事

業
譲
渡
だ
が
、
親
族
な
ど
複
数

に
株
式
が
分
散
し
て
い
る
と
、

株
式
の
売
却
に
あ
た
っ
て
意
見

が
割
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

事
業
承
継
の
問
題
は
根
深
い
。

悩
む
高
齢
経
営
者
は
実
に
多
い
。

こ
の
ま
ま
で
は
10
年
内
に
６
５

０
万
人
も
の
雇
用
が
失
わ
れ
、

22
兆
円
に
及
ぶ
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内

総
生
産
）
が
消
滅
し
か
ね
な
い
。

中
小
企
業
庁
の
推
計
だ
。
中
小

企
業
の
事
業
継
承
問
題
は
日
本

経
済
の
未
来
に
影
を
落
と
す
。

し
か
し
光
明
も
な
い
で
は
な

い
。
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
活
用
だ
。

投
資
フ
ァ
ン
ド
と
は
基
金
を

指
す
。
出
資
を
募
っ
て
集
め
た

資
金
を
、
あ
る
対
象
に
投
資
し
、

そ
こ
で
得
た
収
益
を
出
資
者
に

分
配
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
投

資
の
対
象
は
、
株
式
や
債
券
、

金
融
派
生
商
品
や
不
動
産
な
ど

様
々
で
、
投
資
フ
ァ
ン
ド
も
多

彩
だ
が
、
中
小
企
業
向
け
は
、

①
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
、
②
ベ

ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
、
③
バ

イ
ア
ウ
ト
フ
ァ
ン
ド
の
３
つ
に

大
別
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
未
公

開
企
業
の
株
式
な
ど
が
投
資
の

対
象
だ
。
未
公
開
株
フ
ァ
ン
ド

（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
エ
ク
イ
テ

ィ
・
フ
ァ
ン
ド
）
に
属
す
る
。

企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
の
投
資

対
象
は
、
業
績
が
悪
化
し
た
企

業
の
株
式
や
債
券
だ
。
フ
ァ
ン

ド
を
運
用
す
る
フ
ァ
ン
ド
運
用

会
社
は
、
企
業
の
株
式
や
債
券

を
取
得
し
、
債
権
者
を
整
理
し

つ
つ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
改

善
す
る
。
そ
し
て
企
業
価
値
を

高
め
る
と
、
Ｍ
＆
Ａ
（
企
業
の

合
併
・
買
収
）
や
Ｉ
Ｐ
Ｏ
（
新

規
株
式
公
開
）
で
株
式
を
売
却

し
、
収
益
を
出
資
者
に
還
元
す

る
。
破
綻
前
の
価
値
の
低
い
企

業
に
出
資
す
る
た
め
、
株
式
の

売
却
益
は
期
待
で
き
る
が
、
再

生
に
失
敗
す
る
リ
ス
ク
も
あ
る
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の

投
資
対
象
は
、
創
業
間
も
な
い

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
株
式
や
将

来
株
式
に
転
換
で
き
る
予
約
権

付
き
の
社
債
だ
。
資
本
が
脆
弱

で
も
、
新
技
術
や
新
サ
ー
ビ
ス

を
持
つ
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
に
は
、
成
長
す

る
可
能
性
が
あ
る
。

フ
ァ
ン
ド
運
用
会
社

は
、
資
金
を
投
じ
て

株
式
を
数
％
か
ら
数

十
％
保
有
し
、
企
業

を
支
援
し
て
Ｉ
Ｐ
Ｏ

に
よ
る
株
式
の
売
却

益
を
目
指
す
。
た
だ

投
資
先
は
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
だ
。
投
資
回

収
リ
ス
ク
は
大
き
く
、

息
の
長
い
投
資
に
な

る
。注

目
は
、
バ
イ
ア

ウ
ト
フ
ァ
ン
ド
だ
。

こ
の
フ
ァ
ン
ド
の
投

資
対
象
は
、
資
金
繰

り
が
安
定
し
て
い
る

成
熟
し
た
企
業
の
株

式
で
あ
る
。
フ
ァ
ン
ド
運
用
会

社
は
、
対
象
企
業
の
株
式
の
過

半
数
を
取
得
し
、
企
業
価
値
を

高
め
、
Ｍ
＆
Ａ
や
Ｉ
Ｐ
Ｏ
で
株

式
の
売
却
益
を
得
る
。
取
締
役

な
ど
の
経
営
層
を
派
遣
す
る
と

と
も
に
、
人
材
や
情
報
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
提
供
し
て
企

業
の
成
長
を
支
援
す
る
。
こ
れ

を
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
と
い
う
が
、

こ
の
効
果
に
期
待
し
つ
つ
、
事

業
承
継
を
進
め
る
中
小
企
業
が

増
え
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
投
資
フ
ァ
ン
ド

の
組
織
形
態
の
多
く
は
、
出
資

者
が
組
成
す
る
民
法
上
の
投
資

事
業
組
合
で
あ
る
。
当
初
は
す

べ
て
の
出
資
者
が
組
合
運
営
の

責
任
を
無
限
に
負
う
仕
組
み
で
、

出
資
者
は
少
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
１
９
９
８
年
に
業
務
を
執
行

し
な
い
組
合
員
の
責
任
を
出
資

額
に
と
ど
め
る
投
資
事
業
有
限

責
任
組
合
制
度
が
創
設
。
以
後
、

責
任
を
無
限
に
負
っ
て
業
務
を

執
行
す
る
無
限
責
任
組
合
員

（
ゼ
ネ
ラ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
）
と
、

責
任
が
出
資
額
の
み
に
制
限
さ

れ
る
有
限
責
任
組
合
員
（
リ
ミ

テ
ッ
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
）
に
よ
る

投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
で
投

資
フ
ァ
ン
ド
が
運
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
幅

広
い
出
資
者
層
に
よ
る
中
小
企

業
へ
の
投
資
が
活
発
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
投
資
フ
ァ
ン
ド

の
活
用
に
消
極
的
な
経
営
者
も

い
る
。
ま
ず
フ
ァ
ン
ド
に
抱
く

負
の
先
入
観
だ
。
確
か
に
、
外

資
系
投
資
フ
ァ
ン
ド
会
社
が
、

企
業
の
株
式
を
取
得
す
る
と
、

出
資
者
の
利
益
を
優
先
す
る
あ

ま
り
、
人
員
を
削
減
し
、
資
産

を
切
り
売
り
し
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
後
何
も
残
ら
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
彼
ら
を
〝
ハ
ゲ
タ
カ

フ
ァ
ン
ド
〞
と
呼
び
、
経
営
者

は
警
戒
心
を
募
ら
せ
た
。

あ
る
い
は
、
経
営
者
が
抱
き

が
ち
な
固
定
観
念
だ
。
創
業
者

や
オ
ー
ナ
ー
経
営
者
は
、
「
株

式
を
売
っ
て
会
社
を
手
放
す
の

は
身
売
り
で
あ
り
、
敗
北
を
意

味
す
る
」
と
捉
え
る
者
が
多
く
、

投
資
フ
ァ
ン
ド
の
活
用
に
は
慎

重
な
姿
勢
を
崩
さ
な
い
。

だ
が
、
ま
ず
中
小
企
業
向
け

投
資
フ
ァ
ン
ド
に
は
ハ
ゲ
タ
カ

フ
ァ
ン
ド
は
存
在
し
得
な
い
。

そ
も
そ
も
中
小
企
業
に
は
切
り

売
り
す
る
資
産
が
限
ら
れ
て
い

る
。
仮
に
そ
れ
を
実
行
し
て
も
、

フ
ァ
ン
ド
に
は
投
資
に
見
合
っ

た
リ
タ
ー
ン
は
入
ら
な
い
。

一
方
の
株
式
譲
渡
に
対
す
る

経
営
者
の
抵
抗
は
企
業
運
営
の

観
点
か
ら
生
じ
る
も
の
だ
。
経

営
者
が
よ
り
開
か
れ
た
公
共
性

の
あ
る
組
織
運
営
を
目
指
す
よ

う
に
な
れ
ば
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
し
か
り
、

株
式
譲
渡
へ
の
抵
抗
は
薄
れ
る
。

ま
し
て
、
株
式
保
有
か
事
業
継

続
か
、
究
極
の
二
者
択
一
に
迫

ら
れ
れ
ば
、
株
式
保
有
を
選
ぶ

道
理
は
な
い
。
株
式
保
有
を
優

先
し
、
事
業
が
破
綻
す
れ
ば
、

株
式
の
価
値
は
消
滅
す
る
。

と
も
あ
れ
、
以
前
は
業
績
が

悪
化
し
た
企
業
が
再
生
を
目
的

に
投
資
フ
ァ
ン
ド
を
活
用
し
て

い
た
。
そ
れ
が
い
ま
は
企
業
の

長
期
繁
栄
の
た
め
に
投
資
フ
ァ

ン
ド
を
活
用
す
る
事
例
が
増
え

て
い
る
。
次
頁
よ
り
投
資
フ
ァ

ン
ド
を
う
ま
く
活
用
し
た
中
小

企
業
を
紹
介
す
る
。

事業承継は、容易に進められるものではない。だが、先延ばしにすると、将来に禍根を残しかねない。
新たな選択肢として投資ファンドの活用を検討してみてはどうか。要点をまとめた。

投資ファンドの要点整理
再生 成長 価値向上

業績が悪化した
企業

投
資
有
価
証
券
売
却
収
入
・
利
益
分
配

ベンチャー
企業

成熟した
企業

投資ファンド
（投資事業有限責任組合）

M&A（企業の合併・買収）、IPO（新規株式公開）

出資者

（　　　　　）
出資、
業務遂行出資

分配

管理報酬、
成功報酬、分配

企業再生
ファンド

ベンチャー
キャピタル

企業の成長フェーズ

企業の成長フェーズごとに活用する
投資ファンドが異なる

［代表的な投資ファンドの仕組み］

バイアウト
ファンド

投資 投資 投資

経
営
支
援（
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
）

創業期 成長期 成熟期

ベンチャーキャピタル バイアウトファンド

有限責任組合員
＝リミテッドパートナー

ファンド運用会社

（　　　　　）無限責任組合員
＝ゼネラルパートナー

衰退期

企業再生ファンド

投資ファンド活用術
事業承継の切り札！
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「

企
業
の
長
期
繁
栄
の
た

め
に
フ
ァ
ン
ド
を
活

用
し
た
」
。

そ
う
語
る
の
は
横
浜
市
内
に

本
拠
を
構
え
る
電
子
部
品
メ
ー

カ
ー
、
デ
ン
ソ
ー
工
業
の
麻
生

智
彦
社
長
だ
。
麻
生
社
長
の
言

う
「
フ
ァ
ン
ド
」
と
は
、
バ
イ

ア
ウ
ト
フ
ァ
ン
ド
を
運
用
す
る

Ｇ
Ｃ
Ｊ
（
日
本
グ
ロ
ー
ス
・
キ

ャ
ピ
タ
ル
）
で
あ
る
。
２
０
１

９
年
１
月
、
Ｇ
Ｃ
Ｊ
は
デ
ン
ソ

ー
工
業
の
創
業
家
が
保
有
し
て

い
た
株
式
を
運
用
す
る
フ
ァ
ン

ド
を
通
じ
て
譲
り
受
け
、
麻
生

社
長
と
株
式
を
共
同
で
保
有
す

る
形
を
と
っ
て
デ
ン
ソ
ー
工
業

の
経
営
に
参
画
し
た
。

そ
の
再
始
動
し
た
デ
ン
ソ
ー

工
業
。
主
力
製
品
は
、
電
気
製

品
に
内
蔵
さ
れ
る
ワ
イ
ヤ
ー
ハ

ー
ネ
ス
だ
。
電
力
や
電
気
信
号

を
送
る
電
子
部
品
で
あ
る
。
テ

レ
ビ
や
カ
メ
ラ
な
ど
に
組
み
込

ま
れ
る
民
生
機
器
用
の
小
型
品

か
ら
、
液
晶
パ
ネ
ル
実
装
機
や

工
作
機
と
い
っ
た
産
業
設
備
用

の
特
殊
品
ま
で
、
品
目
は
２
０

０
０
を
超
え
る
。

同
社
は
、
富
山
県
と
宮
城
県

の
国
内
２
工
場
の
ほ
か
、
中
国

と
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
も
生
産
拠
点

を
構
え
、
「
国
内
で
は
多
品
種

少
量
生
産
を
、
海
外
で
は
小
品

種
多
量
生
産
を
そ
れ
ぞ
れ
展

開
」
（
麻
生
社
長
）
。
19
年
３

月
期
の
売
上
高
は
46
億
円
、
今

期
は
47
・
８
億
円
を
見
込
ん
で

お
り
、
業
績
は
堅
調
だ
。

た
だ
、
苦
し
い
時
期
も
あ
っ

た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影

響
を
受
け
、
10
年
３
月
期
に
は

創
業
52
年
目
に
し
て
初
の
最
終

赤
字
を
計
上
。
翌
11
年
は
回
復

し
た
が
、
12
年
、
13
年
と
赤
字

に
陥
る
。
大
手
企
業
に
製
品
を

納
め
る
下
請
け
体
質
の
事
業
リ

ス
ク
が
露
呈
し
た
の
だ
。

も
っ
と
も
、
こ
の
と
き
創
業

者
よ
り
代
表
権
を
引
き
継
い
だ

２
代
目
の
麻
生
社
長
が
建
て
直

し
た
。
小
型
品
や
特
殊
品
の
生

産
技
術
を
活
か
し
て
製
品
の
高

付
加
価
値
化
を
図
り
、
新
規
顧

客
を
開
拓
。
そ
の
一
方
で
、
販

売
単
価
の
安
い
民
生
機
器
用
製

品
の
製
造
原
価
を
抑
え
る
た
め
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
工
場
を
新
設
し
、

労
務
費
が
上
昇
す
る
中
国
か
ら

生
産
を
移
管
し
て
利
益
率
の
減

少
を
く
い
止
め
た
。
15
年
３
月

期
に
は
黒
字
転
換
を
実
現
。
販

売
先
は
１
０
０
社
を
超
え
、
大

手
企
業
へ
の
依
存
度
を
薄
め
る
。

社
員
を
守
り
抜
く

し
か
し
そ
ん
な
敏
腕
社
長
が

な
ぜ
投
資
フ
ァ
ン
ド
を
活
用
し

た
の
か
。
麻
生
社
長
は
47
歳
。

事
業
承
継
を
目
的
に
バ
イ
ア
ウ

ト
フ
ァ
ン
ド
を
活
用
す
る
に
し

て
も
、
少
々
早
過
ぎ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
麻
生
社
長

は
、
「
私
は
親
か
ら
事
業
を
承

継
し
た
が
、
入
社
し
て
経
験
を

積
み
、
社
長
に
就
任
す
る
ま
で

20
年
以
上
か
か
っ
た
。
私
の
子

供
が
同
様
の
プ
ロ
セ
ス
で
承
継

す
る
と
す
れ
ば
、
さ
ら
に
20
年

以
上
か
か
り
、
私
は
70
代
に
な

る
。
そ
う
ま
で
し
て
も
、
子
供

が
経
営
者
に
育
つ
保
証
は
な
い

し
、
実
際
私
に
は
娘
し
か
い
な

い
」
と
胸
中
を
明
か
し
た
う
え

で
、
こ
う
見
解
を
述
べ
た
。

「
重
要
な
の
は
、
当
社
の
事

業
が
存
続
し
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス

と
社
員
の
生
活
が
守
ら
れ
る
こ

と
。
そ
れ
を
担
保
し
続
け
ら
れ

な
い
懸
念
が
あ
っ
て
、
社
員
を

リ
ス
ク
に
晒
す
の
で
あ
れ
ば
、

創
業
家
が
株
を
持
ち
続
け
る
こ

と
に
こ
だ
わ
る
よ
り
は
、
信
頼

で
き
る
組
織
に
株
を
保
有
し
て

も
ら
う
方
が
よ
い
と
考
え
た
」
。

麻
生
社
長
は
フ
ァ
ン
ド
運
用

会
社
を
慎
重
に
選
ん
だ
。
目
的

は
デ
ン
ソ
ー
工
業
の
長
期
繁
栄

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
競
争

力
を
高
め
、
成
長
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
フ
ァ
ン
ド
運
用
会

社
の
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
の
力
量

も
重
要
な
選
択
基
準
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

そ
の
期
待
に
Ｇ
Ｃ
Ｊ
が
応
え

た
。
デ
ン
ソ
ー
工
業
の
企
業
文

化
や
伝
統
に
配
慮
し
つ
つ
、
非

常
勤
取
締
役
４
人
と
管
理
の
専

門
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
。
国
内
外

に
複
数
あ
る
工
場
の
稼
働
率
を

も
と
に
状
況
を
判
断
す
る
独
自

の
管
理
法
を
、
損
益
計
算
書
ベ

ー
ス
の
分
か
り
や
す
い
経
営
管

理
に
改
め
た
。
さ
ら
に
、
単
品

販
売
か
ら
高
付
加
価
値
な
複
合

販
売
へ
展
開
し
た
い
麻
生
社
長

の
意
向
を
汲
み
取
り
、
協
力
企

業
を
紹
介
。
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を

用
い
た
新
製
品
開
発
に
繋
げ
る
。

麻
生
社
長
は
、
「
現
行
の
事

業
が
い
つ
ま
で
も
通
用
し
な
い

と
い
う
危
機
感
を
抱
き
な
が
ら

も
、
自
社
の
力
に
限
界
を
感
じ

て
い
た
。
そ
れ
が
い
ま
、
人
材

や
情
報
を
提
供
い
た
だ
く
こ
と

で
徐
々
に
展
望

が
拓
け
て
き

た
」
と
期
待
感

を
示
す
。

Ｇ
Ｃ
Ｊ
の
投

資
チ
ー
ム
は
す

で
に
第
４
号
フ

ァ
ン
ド
を
運
用

し
、
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
の
実
績

は
豊
富
だ
。
同
社
に
寄
せ
ら
れ

る
要
望
は
多
く
、
事
務
管
理
の

整
備
か
ら
、
後
継
者
候
補
の
紹

介
や
選
定
、
成
長
の
た
め
の
Ｍ

＆
Ａ
（
企
業
の
合
併
・
買
収
）

斡
旋
に
、
海
外
展
開
の
支
援
ま

で
様
々
で
あ
る
。

Ｇ
Ｃ
Ｊ
の
西
野
貴
司
社
長
は
、

「
当
社
は
年
商
５
億
円
か
ら
50

億
円
の
中
小
企
業
向
け
投
資
に

特
化
し
て
き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

リ
ス
ク
を
最
小
に
し
、
重
要
な

部
分
を
見
逃
す
こ
と
な
く
、
支

援
で
き
る
。
そ
の
経
験
や
ノ
ウ

ハ
ウ
が
強
み
だ
」
と
自
信
を
覗

か
せ
る
。

中
小
企
業
が
投
資
フ
ァ
ン
ド

の
活
用
を
検
討
す
る
う
え
で
、

Ｇ
Ｃ
Ｊ
は
有
力
候
補
の
ひ
と
つ

に
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

信
用
力
が
向
上

中
小
企
業
向
け
バ
イ
ア
ウ
ト

フ
ァ
ン
ド
と
言
え
ば
、
Ｊ
‒Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｒ
の
存
在
も
見
落
と
し
て

投資ファンドを活用して事業承継を進める企業が増えきたが、利点はほかにもある。
事例をもとに投資ファンド活用の機能と効果を探る。

投資ファンド活用の
機能と効果

横浜市内のデンソー工業本社ビル

投資ファンド活用術
事業承継の切り札！

デンソー工業
麻生智彦社長

日本グロース・キャピタル
西野貴司社長

ファンドを
活用した

ファンドを
提供した
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は
い
け
な
い
。
同
社
は
第
１
号

フ
ァ
ン
ド
を
06
年
に
１
２
０
億

円
で
始
動
さ
せ
る
と
、
第
２
号

は
２
０
０
億
円
、
第
３
号
は
３

２
５
億
円
と
規
模
を
拡
大
、
19

年
11
月
に
組
成
し
た
直
近
の
第

４
号
フ
ァ
ン
ド
は
４
９
０
億
円

に
及
ぶ
出
資
を
集
め
て
い
る
。

投
資
対
象
は
、
主
に
年
商
50
〜

60
億
円
規
模
の
中
小
企
業
で
、

第
３
号
ま
で
の
投
資
先
数
は
36

社
を
数
え
る
。

黎
明
期
か
ら
日
本
で
バ
イ
ア

ウ
ト
フ
ァ
ン
ド
の
組
成
に
携
わ

っ
て
き
た
同
社
の
原
田
健
一
取

締
役
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
「
企
業

が
バ
イ
ア
ウ
ト
フ
ァ
ン
ド
を
活

用
す
る
目
的
と
し
て
、
事
業
承

継
は
確
か
に
多
い
。
た
だ
最
近

は
成
長
を
前
提
に
新
た
な
リ
ス

ク
を
取
る
際
の
外
部
資
本
家
と

し
て
、
フ
ァ
ン
ド
を
受
け
入
れ

る
企
業
も
増
え
た
」
と
し
、

「
結
局
フ
ァ
ン
ド
は
投
資
先
の

企
業
に
必
要
な
ヒ
ト
、
モ
ノ
、

カ
ネ
に
情
報
ま
で
提
供
す
る
か

ら
、
そ
れ
を
求
め
て
フ
ァ
ン
ド

を
活
用
す
る
企
業
が
増
え
た
の

だ
ろ
う
。
こ
こ
数
年
の
大
き
な

変
化
だ
」
と
総
評
す
る
。

そ
の
点
で
は
、
廃

棄
物
処
理
を
営
む
ハ

リ
タ
金
属
の
事
例
は

典
型
だ
ろ
う
。
同
社

の
張
田
真
社
長
は
、

「
２
年
前
か
ら
投
資

フ
ァ
ン
ド
の
支
援
を

受
け
て
い
る
が
、
主

た
る
目
的
は
事
業
承

継
で
は
な
い
」
と
き

っ
ぱ
り
。
で
は
張
田

社
長
の
狙
い
は
何
か
。

ハ
リ
タ
金
属
が
富

山
県
高
岡
市
で
創
業

し
た
の
は
１
９
６
０

年
。
高
度
経
済
成
長
を
背
景
に

金
属
資
源
の
供
給
不
足
が
生
じ

る
な
か
、
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
回

収
と
売
却
を
始
め
た
。
65
年
に

は
自
動
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
も
手

掛
け
、
75
年
に
法
人
化
す
る
と
、

処
理
能
力
の
増
強
や
工
場
の
増

設
を
進
め
て
き
た
。

現
在
は
、
産
業
廃
棄
物
全
般

を
処
理
す
る
傍
ら
、
自
治
体
か

ら
一
般
廃
棄
物
の
処
理
も
請
負

う
。
ま
た
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
に
基
づ
く
認
定
工
場
の
指
定

を
受
け
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
リ

サ
イ
ク
ル
処
理
に
も
着
手
し
た

ほ
か
、
法
人
を
対
象
に
適
切
な

廃
棄
物
処
理
法
の
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
ま
で
展
開
す
る
。

受
け
入
れ
る
廃
棄
物
量
は
年

間
20
万
ｔ
を
超
え
、
売
上
高
は

60
億
円
か
ら
70
億
円
で
安
定
し

て
推
移
。
10
年
に
張
田
社
長
が

２
代
目
と
し
て
事
業
を
承
継
し
、

経
営
基
盤
は
盤
石
だ
。

そ
の
同
社
が
、
半
年
に
亘
る

議
論
を
重
ね
て
Ｊ
‒Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ

か
ら
過
半
出
資
を
受
け
る
こ
と

を
決
め
た
の
は
17
年
末
の
こ
と
。

Ｊ
‒Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
は
取
締
役
２
人

と
監
査
役
１
人
を
出
向
さ
せ
、

ハ
リ
タ
金
属
の
経
営
に
関
与
し

て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
張

田
社
長
は
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
出

資
を
受
け
た
の
か
。

張
田
社
長
は
、
「
日
本
の
人

口
減
少
や
産
業
構
造
の
変
化
を

予
測
し
、
変
化
を
起
こ
す
た
め

の
社
内
外
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
期
待
し
た
」
と
語

る
。
確
か
に
、
地
方
は
首
都
圏

と
比
べ
て
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ

な
ど
の
経
営
資
源
が
乏
し
い
。

外
部
の
資
本
を
取
り
入
れ
る
機

会
を
投
資
フ
ァ
ン
ド
に
求
め
た

わ
け
だ
が
、
張
田
社
長
は
こ
う

も
い
う
。

「
投
資
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
デ

ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
経
る
こ

と
で
社
外
か
ら
の
信
用
が
得
ら

れ
る
と
い
う
利
点
も
あ
っ
た
。

フ
ァ
ン
ド
の
出
資
を
受
け
て
か

ら
、
事
業
提
携
の
提
案
を
受
け

る
機
会
が
増
加
し
た
」
。

こ
れ
も
バ
イ
ア
ウ
ト
フ
ァ
ン

ド
の
機
能
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。

Ｉ
Ｐ
Ｏ
（
新
規
株
式
公
開
）
を

実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企

業
の
社
会
的
信
用
力
が
増
す
の

は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
い
か

に
優
良
企
業
で
あ
っ
て
も
Ｉ
Ｐ

Ｏ
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
こ
の

現
実
が
あ
る
な
か
で
、
い
わ
ば

Ｉ
Ｐ
Ｏ
に
似
た
効
果
が
バ
イ
ア

ウ
ト
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
出
資
の

受
け
入
れ
に
よ
っ
て
起
こ
り
得

る
の
で
あ
る
。

Ｊ
‒Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
の
桐
迫
啓
彰

プ
リ
ン
シ
パ
ル
は
、
「
上
場
企

業
が
投
資
家
に
広
く
株
式
を
保

有
し
て
も
ら
う
資
本
の
開
か
れ

た
企
業
な
ら
ば
、
フ
ァ
ン
ド
か

ら
出
資
を
受
け
た
中
小
企
業
も
、

フ
ァ
ン
ド
に
出
資
し
た
機
関
投

資
家
に
株
式
を
保
有
し
て
も
ら

う
状
態
に
等
し
く
、
そ
の
点
で

資
本
は
開
か
れ
る
」
と
し
た
う

え
で
、
「
リ
サ
イ
ク
ル
は
社
会

イ
ン
フ
ラ
。
公
共
性
の
高
い
事

業
だ
。
張
田
社
長
に
は
、
よ
り

開
か
れ
た
企
業
で
あ
る
べ
き
だ

と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
フ
ァ
ン
ド
の
活
用
に
対
し

て
株
式
上
場
に
近
い
印
象
を
持

た
れ
た
よ
う
に
思
う
」
と
分
析

す
る
。

ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に

Ｊ
‒Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
は
ハ
リ
タ
金

属
に
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
を
実
施

し
、
ハ
リ
タ
金
属
と
と
も
に
改

革
を
進
め
た
。
た
と
え
ば
、
ヒ

ト
・
カ
ネ
の
動
き
の
〝
見
え
る

化
〞
や
、
企
業
統
治
の
強
化
、

意
思
決
定
過
程
の
構
築
、
Ｋ
Ｇ

Ｉ
（
重
要
目
標
達
成
指
標
）
・

Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指

標
）
の
設
定
な
ど
で
あ
る
。
現

行
の
事
業
の
効
率
を
上
げ
つ
つ
、

組
織
の
透
明
性
を
高
め
、
経
営

資
源
や
人
材
が
集
ま
り
や
す
い

体
制
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
Ｊ
‒Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
の

協
力
に
対
し
、
張
田
社
長
は
、

「
経
営
と
所
有
を
分
離
し
、
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
強
化
を
目
指
す
に

は
、
第
三
者
の
力
も
必
要
に
な

る
。
提
携
後
Ｊ
‒Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
さ

ん
か
ら
の
経
営
支
援
に
よ
り
、

着
実
に
期
待
し
た
変
化
が
起
き

て
い
る
」
と
表
情
を
緩
め
る
。

そ
ん
な
張
田
社
長
も
、
元
々

は
投
資
フ
ァ
ン
ド
に
対
し
て
抵

抗
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
た
だ
Ｊ

‒Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
の
存
在
を
知
り
、

議
論
を
交
わ
し
て
い
く
う
ち
に
、

徐
々
に
見
方
を
変
え
て
い
っ
た

の
だ
ろ
う
。
張
田
社
長
は
、
Ｊ

‒Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
を
迎
え
入
れ
た
決

め
手
に
つ
い
て
、
「
当
社
の
事

業
理
念
を
共
有
し
て
い
た
だ
け

る
相
手
だ
と
感
じ
た
こ
と
」
と

語
り
、
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
活
用

を
検
討
す
る
際
の
留
意
点
に
つ

い
て
こ
う
述
べ
た
。

「
会
社
に
と
っ
て
資
本
提
携

は
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
ゴ
ー
ル
で

は
な
い
。
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
活

用
を
有
益
な
も
の
に
す
る
た
め

に
は
、
経
営
者
が
目
的
を
明
確

に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
」
。

と
も
あ
れ
、
Ｊ
‒Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ

が
ハ
リ
タ
金
属
の
株
式
を
保
有

す
る
期
間
は
決
ま
っ
て
い
る
。

今
後
ハ
リ
タ
金
属
は
Ｉ
Ｐ
Ｏ
も

し
く
は
Ｍ
＆
Ａ
を
経
て
、
株
式

と
と
も
に
開
か
れ
た
市
場
で
成

長
の
機
会
を
狙
う
。
張
田
社
長

は
、
「
こ
の
２
年
間
で
基
本
的

な
土
台
を
強
化
し
、
力
を
つ
け

ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
は
新
た
な

事
業
モ
デ
ル
の
開
発
と
実
装
を

試
み
た
い
」
と
意
気
込
み
、
株

式
売
却
後
に
つ
い
て
は
、
「
オ

ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
、

新
た
な
企
業
価
値
を
生
み
出
し

て
い
け
る
は
ず
だ
」
と
期
待
を

膨
ら
ま
せ
る
。

投
資
フ
ァ
ン
ド
を
活
用
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
機
能
と

効
果
を
踏
ま
え
、
企
業
の
あ
る

べ
き
姿
と
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
い
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。 ハリタ金属の本社外観と工場内観

J-STAR
原田健一取締役パートナー

J-STAR
桐迫啓彰プリンシパル

ファンドを
提供した

ハリタ金属
張田真社長

ファンドを
活用した

投資ファンド活用術
事業承継の切り札！
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地
方
銀
行
に
よ
る
中
小
企

業
向
け
投
資
フ
ァ
ン
ド

と
い
え
ば
、
十
六
銀
行

な
ど
が
組
成
し
た
『
東
海
地
域
中

核
産
業
支
援
フ
ァ
ン
ド
（
東
海
地

域
中
核
産
業
支
援
投
資
事
業
有
限

責
任
組
合
）
』
が
典
型
だ
ろ
う
。

投
資
対
象
は
十
六
銀
行
の
法
人
顧

客
で
、
通
常
の
融
資
と
異
な
る
劣

後
ロ
ー
ン
や
議
決
権
の
な
い
優
先

株
を
組
み
合
わ
せ
た
企
業
へ
の
支

援
で
あ
る
。
企
業
に
と
っ
て
は
、

劣
後
ロ
ー
ン
の
活
用
や
優
先
株
の

発
行
に
よ
り
、
経
営
の
独
立
性
を

維
持
し
つ
つ
資
金
調
達
が
可
能
に

な
る
。
フ
ァ
ン
ド
の
出
資
を
受
け

れ
ば
、
財
務
体
質
が
改
善
す
る
た

め
、
借
入
可
能
額
の
拡
大
に
も
つ

な
が
る
。

十
六
銀
行
法
人
営
業

部
地
域
開
発
グ
ル
ー
プ

の
担
当
者
は
、
「
企
業

は
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
が

毀
損
し
て
い
て
も
、
Ｐ

Ｌ
上
黒
字
で
あ
れ
ば
、

再
建
の
道
筋
を
描
け
る
。

要
は
、
地
銀
が
リ
ス
ク

を
と
っ
て
、
地
元
企
業

ト
メ
ン
ト
投
資
事
業
有
限
責
任
組

合
）
』
を
組
成
。
き
ら
ぼ
し
銀
行

の
ほ
か
に
、
19
年
10
月
に
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
か
ら
、
20
年
２
月
に
は
三

井
住
友
信
託
銀
行
か
ら
も
出
資
を

受
け
た
。

さ
ら
に
、
き
ら
ぼ
し
キ
ャ
ピ
タ

ル
は
19
年
３
月
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ

ャ
ピ
タ
ル
、
『
夢
・
は
ば
た
き
１

号
（
き
ら
ぼ
し
キ
ャ
ピ
タ
ル
夢
・

は
ば
た
き
１
号
投
資
事
業
有
限
責

任
組
合
）
』
を
組
成
。
半
導
体
関

連
製
造
の
Ｑ
Ｄ
レ
ー
ザ
が
持
つ
目

の
網
膜
に
映
像
を
投
影
す
る
製
品

の
世
界
初
商
用
化
な
ど
に
着
目
し

て
出
資
す
る
と
、
７
月
に
は
Ａ
Ｉ

に
よ
る
特
許
評
価
シ
ス
テ
ム
を
開

発
し
た
Ａ
Ｉ
Ｓ
ａ
ｍ
ｕ
ｒ
ａ
ｉ
に

投
資
、
す
で
に
計
７
社
に
支
援
し

た
。そ

れ
ゆ
え
、
フ
ァ
ン
ド
の
投
資

先
は
き
ら
ぼ
し
銀
行
の
法
人
顧
客

に
と
ど
ま
ら
ず
、
独
自
に
投
資
先

を
選
ぶ
場
合
が
多
い
よ
う
で
、
同

社
の
陣
内
伸
夫
社
長
は
、
「
創
業

間
も
な
い
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
へ
の

融
資
は
難
し
く
と
も
、
フ
ァ
ン
ド

の
機
能
を
用
い
れ
ば
、
支
援
で
き

る
こ
と
も
あ
る
。
融
資
だ
け
で
は

限
界
の
あ
る
企
業
支
援
を
、
フ
ァ

ン
ド
で
補
う
こ
と
に
よ
っ
て
東
京

圏
の
企
業
を
元
気
に
す
る
。
そ
し

て
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
い

う
の
が
設
立
の
理
念
だ
」
と
方
針

を
述
べ
た
。

と
は
い
え
、
事
業
承
継
を
目
的

と
し
た
フ
ァ
ン
ド
の
運
用
は
容
易

に
は
進
め
ら
れ
な
い
。
株
式
の
保

有
者
が
複
数
存
在
し
、
株
式
の
譲

渡
に
関
し
て
意
見
が
割
れ
る
こ
と

も
多
く
、
合
意
形
成
が
得
ら
れ
に

く
い
か
ら
だ
。
そ
れ
で
も
、
き
ら

ぼ
し
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
、
事
業
承
継

の
支
援
に
力
を
入
れ
る
構
え
を
示

し
、
陣
内
社
長
は
こ
う
見
解
を
語

っ
た
。

「
驚
く
こ
と
に
、
最
近
は
電
話

越
し
に
会
社
の
売
却
話
を
持
ち
掛

け
る
業
者
が
出
て
き
た
。
事
業
承

継
が
進
ま
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、

企
業
が
安
易
に
売
買
さ
れ
る
の
も

問
題
だ
。
や
は
り
事
業
が
長
期
に

亘
っ
て
存
続
し
、
雇
用
が
担
保
さ

れ
る
状
況
を
地
域
で
い
か
に
創
り

出
し
て
い
く
か
、
そ
れ
が
重
要
な

の
だ
。
地
銀
の
担
う
役
割
は
大
き

い
」
。

実
績
の
あ
る
フ
ァ
ン
ド
運
用
会

社
に
続
き
、
地
域
金
融
機
関
も
事

業
承
継
を
支
援
す
る
バ
イ
ア
ウ
ト

フ
ァ
ン
ド
を
運
用
し
て
い
く
べ
き

か
も
し
れ
な
い
。
持
続
可
能
な
地

域
経
済
の
発
展
を
目
指
す
う
え
で
、

投
資
フ
ァ
ン
ド
へ
の
期
待
は
高
ま

っ
て
い
る
。

を
支
援
す
る
仕
組
み
で
あ
る
」
と

説
明
す
る
。

２
０
１
６
年
１
月
、
十
六
銀
行

グ
ル
ー
プ
と
日
本
政
策
投
資
銀
行

が
出
資
し
、
総
額
30
億
円
で
東
海

地
域
中
核
産
業
支
援
フ
ァ
ン
ド
が

組
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
フ
ァ

ン
ド
の
投
資
実
績
は
、
６
社
に
計

９
億
１
５
０
０
万
円
で
あ
る
。
十

六
銀
行
グ
ル
ー
プ
は
今
後
も
航
空

機
部
品
や
自
動
車
部
品
、
医
療
機

器
な
ど
の
メ
ー
カ
ー
を
中
心
に
観

光
関
連
業
ま
で
対
象
を
拡
げ
て
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ー
や
成
長
資
金
を
供

給
し
て
い
く
構
え
だ
。

地
域
を
守
る

フ
ァ
ン
ド

一
方
、
東
京
き
ら
ぼ
し
フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
の
子
会
社
、

き
ら
ぼ
し
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
、
18
年

９
月
の
設
立
後
、
よ
り
専
門
性
の

高
い
投
資
フ
ァ
ン
ド
を
運
用
し
て

い
る
。
18
年
11
月
に
マ
ー
キ
ュ
リ

ア
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
と
共
同
で

事
業
承
継
を
支
援
す
る
『
夢
・
か

が
や
き
１
号
（
き
ら
ぼ
し
キ
ャ
ピ

タ
ル
・
マ
ー
キ
ュ
リ
ア
イ
ン
ベ
ス

Dividend

Information
M&A Succession

Fund 

Dividend

Information
M&A Succession

Fund 

地
方
銀
行
が
運
用
す
る
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
目
的
は

融
資
と
異
な
る
形
の
企
業
支
援
だ
。そ
の
意
義
と
は
。

地
銀
系
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
意
義

投資

成長

十六銀行の
法人客

十六銀行
営業エリアの
中小企業

東海地域中核産業支援ファンド
（東海地域中核産業支援投資事業有限責任組合 ）

十六銀行
日本政策投資銀行

（　　　　　）
出資、
業務遂行

出資
分配

分配

［十六銀行グループにおける投資ファンドの仕組み］

有限責任組合員
＝リミテッドパートナー

十六リース

（　　　　　）無限責任組合員
＝ゼネラルパートナー

組成額
30億円

配当

投資ファンド活用術
事業承継の切り札！

［きらぼしキャピタルの投資ファンド］
▶︎事業承継支援

名称 夢・かがやき1号ファンド
（きらぼしキャピタル・マーキュリアインベストメント投資事業有限責任組合）

設立日 2018年11月9日

形態 バイアウトファンド

総額 26.2億円

有限責任組合員 きらぼし銀行／ゆうちょ銀行／三井住友信託銀行

無限責任組合員 きらぼしキャピタル／マーキュリアインベストメント

運用期間 投資期間5年／存続期間10年（最長2年延長可）

▶成長支援
名称 夢・はばたき1号ファンド

（きらぼしキャピタル夢・はばたき1号投資事業有限責任組合）

設立日 2019年3月13日

形態 ベンチャーキャピタル

総額 10.1億円

有限責任組合員 きらぼし銀行

無限責任組合員 きらぼしキャピタル

運用期間 投資期間5年／存続期間10年
きらぼしキャピタルの陣内伸夫社長

1617 2020  Spring2020  Spring



の
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
地
域
に

よ
っ
て
温
度
差
が
あ
り
、
営
農
発
電
を

多
数
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
導
入
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も

あ
る
。
農
地
に
建
て
る
支
柱
が
農
作
業

の
支
障
に
な
る
と
い
う
否
定
的
な
見
方

や
、
発
電
を
主
体
に
営
農
発
電
に
取
り

組
む
業
者
が
現
れ
か
ね
な
い
と
い
っ
た

懸
念
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
も
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格

買
取
制
度
）
の
後
押
し
を
は
じ

め
、
一
部
の
農
家
な
ど
が
農
業

委
員
会
の
理
解
を
得
な
が
ら
進

め
て
き
た
結
果
、
営
農
発
電
は

全
国
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
実

際
、
営
農
発
電
の
実
態
を
み
る

と
、
担
い
手
と
さ
れ
る
農
家
が

営
農
を
し
っ
か
り
と
継
続
し
て

い
る
状
況
が
う
か
が
え
る
し
、

荒
廃
農
地
の
再
生
に
貢
献
し
て

い
る
側
面
も
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
農
水
省
は
18
年

５
月
、
営
農
発
電
の
さ
ら
な
る

普
及
促
進
を
目
的
に
、
そ
れ
ま

で
３
年
以
内
と
し
て
い
た
農
地

の
一
時
転
用
期
間
を
10
年
以
内
に
延
長

し
た
。
農
家
に
と
っ
て
は
事
務
手
続
き

の
負
担
軽
減
に
繋
が
り
、
営
農
発
電
用

の
設
備
導
入
に
融
資
す
る
金
融
機
関
に

と
っ
て
は
安
心
材
料
に
な
る
だ
ろ
う
。

金
融
機
関
か
ら
は
融
資
し
や
す
い
環
境

に
な
っ
た
と
い
う
声
も
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
10
年
延
長
に
は
要
件

農
地
の
上
に
架
台
と
太
陽
光
パ

ネ
ル
を
設
置
し
、
営
農
と
発

電
事
業
を
両
立
す
る
営
農
発

電
（
営
農
型
太
陽
光
発
電
）
は
、
以
前

か
ら
一
部
の
方
々
が
取
り
組
ん
で
き
た

も
の
で
あ
る
。
た
だ
農
林
水
産
省
と
し

て
は
、
生
産
性
の
向
上
や
食
料
の
安
定

供
給
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
農
地
の
扱

い
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
部

分
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
我
々
は
議
論
を
重
ね
、
営
農

発
電
の
要
件
を
明
確
に
し
た
の
が
２
０

１
３
年
の
通
達
で
あ
る
。
営
農
に
支
障

の
な
い
範
囲
で
実
施
さ
れ
る
営
農
発
電

で
あ
れ
ば
農
業
振
興
に
有
益
で
あ
る
と

し
て
、
３
年
以
内
の
農
地
の
一
時
転
用

を
認
め
た
の
だ
。
転
用
を
一
時
と
し
た

の
に
は
、
設
備
を
撤
去
す
れ
ば
、
通
常

の
農
地
に
復
元
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

く
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
、
営
農
発
電
に
取
り
組
む

か
ど
う
か
は
、
個
々
の
農
家
や
事
業
者

を
設
け
た
。
営
農
発
電
は
営
農
の
継
続

が
第
一
義
だ
。
農
業
経
営
の
安
定
化
を

図
る
も
の
で
あ
り
、
農
山
村
地
域
の
振

興
に
繋
が
る
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
を
考
慮
し
、

一
時
転
用
期
間
を
10
年
以
内
と
し
て
認

め
る
農
地
の
条
件
を
、
農
業
の
担
い
手

が
所
有
す
る
農
地
、
も
し
く
は
利
用
権

が
設
定
さ
れ
て
い
る
農
地
と
し
た
。
つ

ま
り
、
担
い
手
が
経
営
す
る
農
地
で
あ

る
。
ま
た
は
、
農
用
地
区
域
内
を
含
め
、

荒
廃
農
地
で
あ
る
こ
と
。
あ
る
い
は
、

農
用
地
区
域
以
外
の
第
２
種
農
地
か
、

第
３
種
農
地
も
、
可
能
で
あ
る
。

シ
ン
プ
ル
な
形
は
、
農
家
が
自
ら
所

有
す
る
農
地
で
営
農
発
電
に
取
り
組
む

場
合
だ
が
、
農
家
が
発
電
事
業
を
行
わ

な
け
れ
ば
営
農
発
電
の
10
年
以
内
の
一

時
転
用
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。
農
地
の
所
有
者
と
農
作
業

者
、
さ
ら
に
は
発
電
事
業
者
が
各
々
異

な
っ
て
い
て
も
構
わ
な
い
。
営
農
の
継

続
に
関
す
る
契
約
な
ど
、
農
業
の
継
続

性
を
担
保
す
る
根
拠
が
あ
れ
ば
よ
い
。

営
農
発
電
は
ま
だ
ま
だ
続
く

最
近
の
大
き
な
関
心
事
は
、
経
済
産

業
省
が
進
め
て
い
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ
改
定
の
行

方
で
あ
ろ
う
。
営
農
発
電
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ

を
活
用
し
た
太
陽
光
発
電
の
全
量
売
電

を
前
提
と
し
た
形
態
の
事
業
が
多
く
、

ほ
と
ん
ど
は
低
圧
太
陽
光
発
電
に
分
類

さ
れ
る
。
そ
の
低
圧
太
陽
光
発
電
が
、

20
年
度
か
ら
新
た
に
認
定
を
取
得
し
た

設
備
の
全
量
売
電
が
認
め
ら
れ
な
く
な

る
。
発
電
し
た
電
力
の
30
％
以
上
を
自

家
消
費
す
る
設
備
の
売
電
の
み
対
象
と

す
る
と
い
う
形
に
制
度
が
変
更
さ
れ
た
。

こ
の
制
度
改
定
が
、
営
農
発
電
に
も

一
律
に
適
用
さ
れ
る
と
、
営
農
発
電
に

よ
る
農
業
振
興
の
効
用
が
失
わ
れ
て
し

ま
う
。
営
農
発
電
の
適
地
に
は
必
ず
し

も
電
力
需
要
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

む
し
ろ
荒
廃
農
地
な
ど
は
電
力
需
要
が

少
な
い
地
域
に
多
い
た
め
、
営
農
発
電

が
事
業
と
し
て
成
立
し
な
く
な
る
ケ
ー

ス
が
多
く
な
る
。
そ
こ
で
農
水
省
は
、

経
産
省
に
対
し
て
事
務
レ
ベ
ル
で
こ
う

し
た
点
を
説
明
し
て
き
た
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の

制
度
設
計
を
議
論
す
る
調
達
価
格
等
算

定
委
員
会
で
も
、
営
農
発
電
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
農
林
水
産
の
連
携
効
果
が
期
待

さ
れ
る
案
件
で
あ
る
と
考
慮
さ
れ
、
提

言
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

結
果
と
し
て
、
営
農
発
電
は
、
先
述

の
〝
10
年
延
長
要
件
〞
を
満
た
せ
ば
、

Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
支
援
の
も
と
全
量
売
電
を
継

続
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
、

営
農
発
電
が
農
業
振
興
に
寄
与
し
、
地

域
活
性
化
の
観
点
で
重
要
と
認
識
し
て

い
た
だ
い
た
た
め
だ
と
思
う
。

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
営
農
発
電
は

今
後
も
継
続
で
き
る
の
で
、
地
域
の
金

融
機
関
の
方
々
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
営
農

発
電
へ
の
認
識
を
深
め
て
ほ
し
い
。
現

場
に
赴
い
て
、
農
家
と
の
意
見
交
換
の

機
会
を
設
け
、
具
体
的
な
支
援
の
検
討

を
お
願
い
し
た
い
。

と
い
う
の
も
、
営
農
発
電
に
は
、
課

題
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
65
歳
以
上
の

高
齢
な
農
家
が
多
い
な
か
、
今
後
20
年

に
亘
っ
て
農
業
を
続
け
る
自
信
が
な
く
、

営
農
発
電
へ
の
参
入
に
二
の
足
を
踏
む

方
が
多
い
と
い
う
ケ
ー
ス
だ
。
こ
れ
に

対
し
て
は
、
農
地
の
所
有
者
と
農
作
業

者
、
さ
ら
に
発
電
事
業
者
が
各
々
異
な

っ
て
い
て
も
営
農
発
電
に
取
り
組
め
る

の
で
、
法
人
化
に
よ
っ
て
高
齢
な
個
人

農
家
の
事
業
を
継
承
す
る
と
い
う
道
筋

も
描
け
る
。
た
だ
、
集
落
の
主
体
性
だ

け
で
は
な
か
な
か
進
ま
な
い
の
で
、
地

域
の
金
融
機
関
の
役
割
は
大
き
い
よ
う

に
思
う
。

逆
に
、
営
農
発
電
を
活
用
し
た
法
人

化
に
よ
る
高
齢
農
家
の
事
業
承
継
の
動

き
が
出
て
く
る
と
、
地
域
の
農
業
を
地

域
で
支
え
る
仕
組
み
が
形
成
さ
れ
る
。

農
業
の
高
齢
化
問
題
を
解
決
す
る
糸
口

に
な
り
得
る
ば
か
り
か
、
集
落
の
維
持

や
農
山
村
地
域
の
振
興
に
も
繋
げ
ら
れ

る
。
今
後
の
取
り
組
み
に
期
待
し
て
や

ま
な
い
。

「
営
農
発
電
は
、農
業
振
興
の
有
効
な
手
段
」

川
中
正
光
室
長

農
林
水
産
省
食
料
産
業
局

バ
イ
オ
マ
ス
循
環
資
源
課 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
室 

Voice  of  
Government official 

KAWANAKA 
Masamitsu
プロフィール●1966年
広島県生まれ。89年愛
媛大学農学部卒業後、
農林水産省入省。全国
各地の国営土地改良事
業所で農業用水施設等
の調査設計や工事監督
を担当。2019年4月、東
北農政局仙台東土地改
良建設事業所所長から
食料産業局バイオマス
循環資源課再生可能エ
ネルギー室長に就任。

農
業
経
営
の
安
定
化
に
寄
与
す
る
営
農
発
電
。

制
度
の
改
定
で
、新
規
開
発
へ
の
国
の
支
援
が
滞
り
か
ね
な
い
懸
念
も
あ
っ
た
が
、

農
業
政
策
上
の
意
義
が
考
慮
さ
れ
、支
援
の
継
続
が
決
ま
っ
た
。

農
水
省
の
川
中
再
エ
ネ
室
長
が
営
農
発
電
の
可
能
性
を
語
っ
た
。
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「
統
合
・
合
併
の
費
用
を
約
２
０

０
億
円
と
見
込
ん
で
い
た
が
、
そ

れ
を
上
回
る
経
費
削
減
や
効
率
化

が
実
現
し
て
い
る
。
22
年
３
月
期

に
は
年
間
１
０
５
億
円
以
上
の
経

費
削
減
を
見
込
ん
で
い
る
」
と
効

果
を
述
べ
る
。

効
果
は
本
業
収
益
（
顧
客
向
け

サ
ー
ビ
ス
利
益
）
に
も
表
れ
た
。

合
併
前
の
赤
字
か
ら
一
転
、
19
年

９
月
に
黒
字
転
換
を
果
た
し
た
。

こ
れ
に
寄
与
し
た
の
は
法
人
営
業

で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
同
行
は
１
６
４
に

東
京
都
民
銀
行
、
八
千
代

銀
行
、
新
銀
行
東
京
の

３
行
合
併
で
２
０
１
８

年
５
月
に
誕
生
し
た
き
ら
ぼ
し
銀

行
。
合
併
し
て
２
年
に
な
る
が
、

経
営
統
合
は
、
東
京
都
民
銀
行
と

八
千
代
銀
行
が
14
年
10
月
に
、
新

銀
行
東
京
が
加
わ
っ
た
の
が
16
年

４
月
だ
。
そ
れ
だ
け
に
、
人
員
の

ス
リ
ム
化
や
店
舗
の
集
約
が
進
み
、

20
年
５
月
に
は
シ
ス
テ
ム
の
統
合

が
完
結
す
る
見
通
し
で
あ
る
。

東
京
き
ら
ぼ
し
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
グ
ル
ー
プ
の
味
岡
桂
三
社
長
は
、

及
ぶ
店
舗
を
、
東
京
都
、
神
奈
川

県
を
中
心
に
千
葉
県
、
埼
玉
県
に

も
構
え
、
営
業
エ
リ
ア
は
東
京
圏

だ
。
人
口
は
増
加
し
続
け
、
多
く

の
企
業
が
集
積
す
る
。
こ
の
地
の

利
を
生
か
し
、
同
行
は
、
創
業
期

か
ら
成
長
期
、
成
熟
期
ま
で
企
業

に
各
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
支
援

を
強
め
て
き
た
。
東
京
都
や
東
京

都
中
小
企
業
振
興
公
社
、
日
本
政

策
金
融
公
庫
と
連
携
し
て
創
業
者

を
支
援
す
る
傍
ら
、
18
年
９
月
に

子
会
社
き
ら
ぼ
し
キ
ャ
ピ
タ
ル
を

設
立
。
フ
ァ
ン
ド
機
能
を
用
い
て

事
業
承
継
や
Ｉ
Ｐ
Ｏ（
株
式
上
場
）

を
支
援
し
て
い
る
。

と
は
い
え
、
長
引
く
超
低
金
利

時
代
。
通
常
融
資
の
金
利
水
準
は

回
復
し
な
い
。
そ
こ
で
同
行
は
、

高
度
な
金
融
機
能
を
提
案
す
る
Ｓ

Ｆ
部
を
19
年
１
月
に
創
設
し
、
事

業
性
評
価
融
資
や
ノ
ン
リ
コ
ー
ス

ロ
ー
ン
、
Ｌ
Ｂ
Ｏ
ロ
ー
ン
な
ど
を

実
施
。
金
利
の
底
上
げ
を
図
っ
た

わ
け
だ
。
効
果
は
表
れ
、
19
年
９

月
期
に
は
金
利
が
上
向
き
始
め
た
。

事
業
性
評
価
融
資
に
は
メ
イ
ン

バ
ン
ク
化
の
狙
い
も
あ
る
。
複
数

の
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る

法
人
顧
客
に
対
し
、
事
業
性
や
キ

ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
、
経
営
者
の
経

営
力
な
ど
か
ら
判
断
し
て
他
行
へ

の
債
務
を
肩
代
わ
り
す
る
。
同
行

は
顧
客
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
な
り
、

顧
客
と
と
も
に
成
長
を
目
指
す
わ

け
だ
。
メ
イ
ン
の
取
引
先
数
が
着

実
に
増
え
て
い
る
と
い
う
。

そ
ん
な
同
行
の
特
徴
は
、
信
託

兼
営
銀
行
で
あ
る
こ
と
。
信
託
財

産
額
は
全
地
銀
で
２
番
目
に
多
い
。

注
目
の
商
品
は
同
行
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
『
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
』
だ
。
中
小

建
設
会
社
が
自
治
体
か
ら
公
共
事

業
を
受
注
す
る
際
に
活
用
で
き
る

信
託
ス
キ
ー
ム
で
、
顧
客
は
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
の
影
響
を
受
け
ず
機

動
的
に
資
金
を
調
達
で
き
る
。
20

年
１
月
か
ら
は
不
動
産
オ
ー
ナ
ー

の
様
々
な
流
動
化
対
応
の
た
め
の

不
動
産
管
理
信
託
、
『
ワ
ン
ト
ラ

ス
ト
』
と
い
う
商
品
も
提
供
し
て

い
る
。

人
材
投
資
に
過
剰
は
な
い

こ
う
し
た
法
人
顧
客
へ
の
支
援

に
は
人
材
の
育
成
が
欠
か
せ
な
い
。

味
岡
社
長
は
「
当
行
が
目
指
す

『
き
ら
ぼ
し
び
と
』
と
は
、
顧
客

か
ら
信
頼
さ
れ
、
顧
客
の
立
場
に

立
っ
て
考
え
て
行
動
し
、
そ
の
結

果
成
功
を
体
験
で
き
る
人
」
と
し
、

「
金
融
業
は
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
り
、

サ
ー
ビ
ス
業
の
付
加
価
値
は
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
人
材
だ
。
人
材

投
資
に
過
剰
投
資
は
な
い
」
と
強

調
す
る
。

具
体
的
に
は
、
行
員
が
ま
と
め

た
顧
客
と
の
対
話
記
録
に
社
内
外

の
専
門
家
が
赤
ペ
ン
で
添
削
指
導

す
る
『
き
ら
ぼ
し
レ
ポ
ー
ト
』
を

導
入
し
た
。
さ
ら
に
は
『
フ
ァ
ー

ス
ト
ペ
ン
ギ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
だ
。

こ
れ
は
、
餌
を
求
め
て
最
初
に
海

中
に
飛
び
込
む
ペ
ン
ギ
ン
は
時
に

失
敗
し
て
傷
だ
ら
け
に
な
る
こ
と

か
ら
勇
気
あ
る
フ
ァ
ー
ス
ト
ペ
ン

ギ
ン
の
よ
う
な
人
材
を
育
て
よ
う

と
名
付
け
ら
れ
た
も
の
。
行
員
の

自
主
性
向
上
を
目
的
に
階
層
別
で

育
成
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
同
行
は
人
事
運
営
で

『
１
on
１
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
』
を
試

験
的
に
始
め
た
。
上
司
が
部
下
の

課
題
を
指
摘
し
て
指
導
す
る
の
で

は
な
く
、
部
下
に
自
ら
課
題
を
気

づ
か
せ
、
改
善
を
促
す
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
行
員
の
適
性

な
ど
を
デ
ー
タ
化
し
、
適
材
適
所

に
人
材
を
配
置
す
る
シ
ス
テ
ム
イ

ン
フ
ラ
も
導
入
し
た
。

こ
う
し
た
人
材
育
成
を
通
じ
て

同
行
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
営
業

に
舵
を
切
り
、
早
く
も
成
果
に
繋

げ
た
。
合
併
を
機
に
始
動
し
た
中

期
経
営
計
画
で
、
法
人
顧
客
向
け

の
本
業
支
援
や
個
人
顧
客
向
け
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
提
案
先
を
フ
ァ

ー
ス
ト
コ
ー
ル
先
と
し
、
19
年
３

月
期
は
７
０
０
０
先
と
目
標
を
設

定
し
た
と
こ
ろ
、
実
績
は
目
標
の

～きらぼし銀行の歩み～

1.6
倍
に
あ
た
る
１
万
１
２
９
０
先

に
の
ぼ
り
、
６
０
３
５
先
か
ら
成

約
を
得
て
約
20
億
円
の
収
益
を
上

げ
た
の
だ
。
19
年
度
は
半
期
で
４

４
２
８
先
か
ら
成
約
を
獲
得
し
、

18
億
円
に
達
し
た
。

味
岡
社
長
は
、
「
コ
ン
サ
ル
営

業
の
要
諦
は
融
資
の
お
願
い
営
業

か
ら
卒
業
す
る
こ
と
。
お
客
様
の

事
業
を
知
り
、
課
題
を
共
有
し
て

行
員
は
一
旦
持
ち
帰
る
。
そ
し
て

営
業
店
や
本
部
、
外
部
の
力
も
借

り
て
お
客
様
に
真
に
有
効
な
提
案

を
行
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
自
ず
と

成
果
が
出
た
の
だ
ろ
う
」
と
説
明

す
る
。

と
も
あ
れ
、
い
ま
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響

で
企
業
活
動
は
停
滞
し
、
消
費
も

冷
え
込
ん
で
い
る
。
同
行
は
関
係

機
関
と
連
携
し
、
顧
客
の
資
金
繰

り
の
支
援
体
制
を
い
ち
早
く
強
化

し
た
。
味
岡
社
長
は
、
「
経
済
へ

の
マ
イ
ナ
ス
面
の
影
響
が
広
が
っ

て
お
り
、
地
域
銀
行
の
真
価
が
問

わ
れ
る
局
面
。
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

対
応
に
尽
力
す
る
医
療
機
関
と
同

様
、
中
小
企
業
経
営
の
ホ
ー
ム
ド

ク
タ
ー
の
役
割
を
担
う
地
域
銀
行

と
し
て
金
融
・
コ
ン
サ
ル
機
能
を

適
切
に
果
た
し
て
行
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
」
と
力
説
す
る
。

き
ら
ぼ
し
銀
行
の
今
後
の
飛
躍

が
注
目
さ
れ
る
。

都内トップ地銀の矜持

きらぼし銀行の〝結合力〟
統合・合併を経て都内最大の地域金融機関となったきらぼし銀行。
合併の効果が徐々に現れ、業績は向上している。なぜか。

プロフィール ●味岡桂三 東京きらぼし
フィナンシャルグループ代表取締役社長
1957年大阪府生まれ。81年大阪大学
法学部卒業後、日本銀行入行。大分支
店長、金沢支店長、金融機構局参事役
などを歴任。2011年東京都民銀行に入
行し、日本橋支店長、役員を経て、14年
八千代銀行との経営統合に伴い東京
TYフィナンシャルグループ取締役に就
任。16年東京TYフィナンシャルグループ
代表取締役社長、18年5月より現職。
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2016年 3月期 2017年 3月期 2018年 3月期 2019年 3月期

経常収益 コア業務純益 積金残高（譲渡性預金含む） 預かり資産

889.5

129.3 96.1 72.2 57.7
149.9 144.0 141.2 130.2

48,467.4

19,661.9

35,822.3

4,966.5 4,805.8 4,921.04,776.5

47,844.0

20,452.9

36,211.2

47,159.2

21,304.4

36,762.3
45,585.8

22,194.1

36,961.7

（億円）（%）
当期純利益 自己資本比率 貸出金残高（ うち中小企業向け）

2016年 3月期 2017年 3月期 2018年 3月期 2019年 3月期

792.0

8.6

880.4 861.7
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［きらぼし銀行の業績］

※預かり資産は、個人年金保険、投資信託、公共債などの預かり残高。

（億円）

※コア業務純益は本業のもうけを示す指標。
　本業の利益である業務純益に一般貸倒引当金繰入額を加算し、国債等債券損益を差し引いて算出。
※経常収益、コア業務純益、当期純利益はいずれも合算ベース。自己資本比率は単体。
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Company Profile

社名 きらぼし銀行
本店所在地 東京都港区南青山三丁目10-43

発足 2018年
資本金 437億円

経常収益（合算ベース） 792億円（2019年3月期）
従業員数 2903人

https ://www.k i rabosh ibank .co . jp/

1924年 『有限責任住宅土地信用購買組合調節社
（後の代々木信用金庫）』発足

1951年 『東京都民銀行』発足

1954年 代々木信用金庫と東神信用金庫が合併し
『八千代信用金庫』設立

1961年 東京都民銀行、外国為替公認銀行に

1967年 八千代信用金庫、預金オンライン開始

1973年 東京都民銀行、第一次オンラインシステム
稼働

1975年 東京都民銀行、東京証券取引所第一部上場

1983年 東京都民銀行、証券業務開始

1988年 八千代信用金庫、預金残高1兆円達成

1990年 東京都民銀行、預金残高2兆円達成

1991年 八千代信用金庫が『八千代銀行』に改組

1993年 東京都民銀行、信託代理店業務開始

1994年 八千代銀行、信託業務開始

1999年 八千代銀行、第三者割当増資160億円実施

2004年 『新銀行東京』発足

2005年
新銀行東京、AIU保険会社と業務提携

新銀行東京、第三者割当増資180億円実施

2007年 八千代銀行、東京証券取引所第一部上場

2008年 新銀行東京、第三者割当増資で400億円の
優先株式発行

2014年 東京都民銀行と八千代銀行の経営統合で持
株会社『東京TYフィナンシャルグループ』設立

2015年 東京都と包括連携協定締結

2016年
4月、新銀行東京、東京TYフィナンシャル
グループと経営統合

6月、三井住友信託銀行と業務・資本提携

2018年

5月、東京都民銀行、八千代銀行、新銀行東
京の3行合併で『きらぼし銀行』誕生

持株会社、東京TYフィナンシャルグループを
『東京きらぼしフィナンシャルグループ』に商
号変更

2019年
1月、東京商工会議所と包括連携協定締結

7月、SBJ銀行と提携
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兵
庫
県
北
部
・
但
馬
地
域
の
農
業

協
同
組
合
、
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
は
、

一
風
変
わ
っ
た
米
を
販
売
し
て

い
る
。
名
は
『
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
』
。

殺
虫
剤
も
除
草
剤
も
使
用
し
な
い
無
農
薬

米
と
、
除
草
剤
の
み
一
部
使
う
減
農
薬
米

に
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
（
日
本
農
林
規
格
）
に

適
合
し
た
有
機
米
の
３
種
類
が
あ
っ
て
、

無
農
薬
米
と
減
農
薬
米
に
は
、
各
々
認
定

基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
基
準
と
は
、
い
わ
ゆ
る
農
法
の
こ

と
で
あ
る
。
減
農
薬
米
と
し
て
認
定
さ
れ

る
に
は
、
農
家
は
慣
行
農
法
と
比
べ
て
除

草
剤
の
使
用
量
を
２５
％
未
満
に
抑
え
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
畦
道
で
は
除
草
剤
は
一
切

使
用
不
可
だ
。
２
０
０
３
年
に
一
部
の
農

家
が
始
め
た
無
農
薬
栽
培
を
も
と
に
、
兵

庫
県
が
０５
年
に
『
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農

法
』
と
し
て
策
定
し
た
。

そ
し
て
翌
０６
年
に
は
、
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
が

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
の
生
産
部
会
を
設

置
し
て
販
売
体
制
を
構
築
。
い
ま
で
は
国

内
の
み
な
ら
ず
、
米
国
や
豪
州
、
台
湾
な

ど
６
つ
の
国
と
地
域
へ
輸
出
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
有
機
農
法
へ
の
取
り
組
み
事

例
は
珍
し
く
な
い
が
、
農
林
水
産
省
の
推

計
に
よ
れ
ば
、
全
農
地
に
占
め
る
有
機
農

法
の
割
合
は
僅
か
０.５
％
に
過
ぎ
な
い
。
と

は
初
の
人
工
繁
殖
に
成
功
す
る
。
２
０
０

５
年
に
は
野
生
復
帰
に
向
け
た
放
鳥
が
始

ま
り
、
生
息
環
境
を
守
る
た
め
に
一
部
の

農
家
が
米
の
有
機
栽
培
を
始
め
た
。
そ
れ

が
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
で
あ
る
。

こ
う
し
て
日
本
の
野
外
に
は
、
現
在
１

７
０
羽
以
上
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
生
息
し
て

い
る
が
、
当
初
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法

が
思
う
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
反
対

す
る
農
家
も
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
豊

岡
市
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
部
農
林
水
産
課
環

境
農
業
推
進
係
の
山
本
大
紀
係
長
は
、

「
反
対
派
に
も
道
理
は
あ
る
。
実
際
コ
ウ

ノ
ト
リ
育
む
農
法
に
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

餌
を
増
や
す
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
お

り
、
農
業
上
は
利
点
の
な
い
作
業
も
複
数

あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

た
と
え
ば
、
稲
の
根
の
生
長
を
促
す
た

め
に
一
時
的
に
水
田
の
水
を
抜
く
中
干
し

と
い
う
行
程
を
、
敢
え
て
遅
ら
せ
る
。
通

常
通
り
６
月
に
行
う
と
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

餌
と
な
る
カ
エ
ル
が
幼
生
か
ら
変
態
す
る

前
に
死
滅
す
る
た
め
だ
が
、
農
家
に
と
っ

て
手
間
こ
そ
あ
れ
、
何
ら
メ
リ
ッ
ト
は
な

い
。ま

た
、
除
草
剤
を
使
わ
ず
に
雑
草
の
生

育
を
抑
え
つ
つ
水
田
の
生
き
物
を
増
や
す

た
め
、
水
深
を
深
く
す
る
深
水
管
理
と
い

う
手
法
を
用
い
る
が
、
こ
れ
も
、
稲

の
生
長
が
阻
害
さ
れ
、
綿
密
な
水
量

の
管
理
も
要
す
る
な
ど
難
点
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
農
家
に
相
応
の
利
益
が

還
元
さ
れ
な
け
れ
ば
、
定
着
し
得
な

い
農
法
な
の
だ
が
、
そ
の
点
で
Ｊ
Ａ

の
協
力
は
大
き
か
っ
た
。
農
家
か
ら

の
米
の
買
取
価
格
こ
そ
非
公
表
だ
が
、

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
の
運
営
す
る
直
売
所
の

価
格
設
定
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
の

無
農
薬
米
が
一
般
米
の
１.５
倍
、
減
農
薬
米

も
１.３
倍
と
高
額
だ
。
市
の
試
算
で
は
、
無

農
薬
米
に
転
換
す
れ
ば
、
農
家
の
粗
収
益

が
従
来
の
１.６
倍
に
な
る
と
い
う
。

市
が
技
術
を
推
進

と
は
い
え
、
農
作
業
の
労
力
が
増
え
る

点
は
課
題
だ
。
全
国
の
例
に
漏
れ
ず
、
高

齢
化
の
進
む
豊
岡
市
ゆ
え
、
農
作
業
の
負

担
増
を
理
由
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
か

ら
撤
退
す
る
農
家
が
現
れ
か
ね
な
い
。
豊

岡
市
の
調
査
に
よ
る
と
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
育

む
農
法
を
実
施
す
る
農
家
は
作
業
時
間
の

半
分
以
上
を
水
管
理
に
割
か
れ
る
。
さ
ら

に
は
水
田
の
生
き
物
の
生
育
状
況
を
観
察

し
、
対
応
す
る
作
業
も
追
加
の
負
担
だ
。

そ
こ
で
市
は
率
先
し
て
ス
マ
ー
ト
農
業

を
導
入
し
始
め
、
す
で
に
デ
ー
タ
通
信
機

能
を
持
つ
水
田
用
セ
ン
サ
を
実
証
段
階
に

移
し
て
い
る
。
１８
年
か
ら
水
田
用
セ
ン
サ

メ
ー
カ
ー
の
ニ
シ
ム
電
子
工
業
や
地
域
活

性
化
包
括
協
定
を
結
ぶ
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
の
協
力

の
下
で
開
発
を
進
め
、
携
帯
電
話
網
を
活

用
し
て
各
水
田
の
水
位
や
水
温
、
地
温
を

測
り
、
デ
ー
タ
を
携
帯
端
末
に
送
信
で
き

る
も
の
を
製
品
化
し
た
。

こ
の
製
品
は
セ
ル
ラ
ー
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
（
省

電
力
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
と
呼
ば
れ
る

通
信
技
術
を
水
田
セ
ン
サ
に
用
い
た
日
本

初
の
例
と
い
い
、
山
間
部
で
も
携
帯
電
話

圏
内
で
あ
れ
ば
導
入
可
能
。
市
は
、
単
２

乾
電
池
３
本
で
１
シ
ー
ズ
ン
使
用
で
き
る

と
し
て
い
る
。
す
で
に
実
証
試
験
の
２
年

目
に
入
っ
て
お
り
、
農
家
の
水
位
調
整
デ

ー
タ
を
収
集
し
て
他
の
農
家
の
作
業
改
善

に
繋
げ
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

市
は
他
に
も
、
深
水
管
理
で
稲
の
生
長

が
遅
れ
る
こ
と
へ
の
対
策
と
し
て
、
苗
の

転
換
を
推
進
し
て
い
る
。
従
来
は
仕
切
り

の
な
い
苗
箱
で
マ
ッ
ト
状
に
育
て
た
苗
を

千
切
り
な
が
ら
植
え
て
い
た
が
、
根
が
傷

つ
く
と
い
う
欠
点
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
予

め
仕
切
ら
れ
た
苗
箱
で
育
て
た
ポ
ッ
ト
苗

を
植
え
る
こ
と
で
活
着
を
改
善
し
た
。
専

用
の
田
植
機
は
大
型
の
も
の
で
５
０
０
万

円
以
上
と
高
額
ゆ
え
、
市
は
３
分
の
２
の

補
助
金
を
支
給
し
て
い
る
。

山
本
係
長
は
、
「
農
法
は
大
規
模
農
家

に
あ
る
程
度
浸
透
し
た
。
今
後
は
中
小
の

農
家
に
い
か
に
取
り
入
れ
て
も
ら
う
か
で

あ
る
。
新
た
な
方
策
を
検
討
し
て
い
く
」

と
語
っ
た
う
え
で
、
豊
岡
市
か
ら
若
年
層

が
流
出
す
る
現
状
に
触
れ
、
「
コ
ウ
ノ
ト

リ
育
む
お
米
は
海
外
で
も
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
。
こ
れ
を
機
に
若
い
人
が
地
域

に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
人
口

の
流
出
を
い
く
ら
か
抑
え
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
の
期
待
を
口
に
し
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
放
鳥
か
ら
十
数
年
、
豊

岡
市
で
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
明
治
期
以
前
の
多
数
生
息

し
て
い
た
環
境
は
ま
だ
取
り
戻
せ
て
い
な

い
よ
う
だ
。
米
の
有
機
農
法
を
普
及
さ
せ

る
試
み
も
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
。

く
に
水
田
は
少
な
く
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定

を
受
け
た
農
地
に
占
め
る
水
田
の
割
合
は

３０
％
に
と
ど
ま
る
。

こ
の
状
況
下
、
豊
岡
市
で
は
市
内
の
水

田
２
８
０
０
ｈａ
の
実
に
１５
％
に
相
当
す
る

４
２
８
ｈａ
で
有
機
的
な
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む

農
法
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ら
驚
き
だ
。

背
景
に
は
、
同
農
法
の
名
称
が
示
す
通
り
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
保
護
に
端
を
発
し
て
い
る

点
で
、
他
に
は
な
い
事
情
が
あ
っ
た
。

最
後
の
生
息
地

コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、
水
辺
で
小
動
物
を
捕

食
す
る
大
型
の
鳥
で
、
か
つ
て
は
日
本
に

も
多
数
生
息
し
て
い
た
。
だ
が
農
薬
の
使

用
に
よ
り
生
き
物
が
水
田
か
ら
姿
を
消
す

と
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
激
減
。
１
９
５
６
年

に
は
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
が
、

個
体
数
は
２３
羽
に
ま
で
減
っ
て
い
た
。

兵
庫
県
は
６５
年
、
数
少
な
い
生
息
地
だ

っ
た
豊
岡
市
内
に
飼
育
施
設
を
設
け
、
野

生
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
捕
獲
し
て
人
工
繁
殖

を
試
み
た
が
、
成
果
は
出
な
か
っ
た
。
や

が
て
７１
年
に
豊
岡
市
内
で
保
護
さ
れ
、
ほ

ど
な
く
死
亡
し
た
個
体
を
も
っ
て
日
本
の

コ
ウ
ノ
ト
リ
は
野
生
絶
滅
に
至
る
。

そ
れ
で
も
飼
育
施
設
で
は
ロ
シ
ア
か
ら

幼
鳥
を
導
入
し
て
活
動
を
継
続
、
８９
年
に

豊岡市コウノトリ共生部農林水産課
環境農業推進係の山本大紀係長

川沿いに湿潤な平地が広がり、古くから稲作が盛んだった豊岡市。コウノトリの野生復帰が進み、
往年の田園風景が蘇りつつある

❶大型で大食漢なコウノトリには、豊富な餌を得られる環境が必須  ❷冬の間も餌となる生き物が生育できるよう、水田には雨水を溜めている
❸市内各所でコウノトリの存在をアピールしている

食
農

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
命
を
繋
ぐ

但
馬
の
有
機
米
栽
培

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
環
境
を
守
る
た
め
、米
の
有
機
栽
培
を
根
づ
か
せ
た
兵
庫
県
豊
岡
市
。

背
景
に
は
農
家
と
行
政
、Ｊ
Ａ
に
よ
る
地
道
な
努
力
が
あ
っ
た
。

❶ ❷ ❸
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Company Profile

社名 吉田屋
本社所在地 長崎県南島原市有家町785

創業 1917年
設立 1947年

資本金 1000万円
売上高 0.3億円（2019年9月期）

従業員数 3人

取引銀行 十八銀行

http://bansho.info

が
上
が
る
の
だ
。

た
だ
当
時
、
南
島
原
に
は
酒

蔵
が
40
軒
以
上
あ
り
、
参
入
は

容
易
で
は
な
か
っ
た
。
嘉
一
氏

の
記
録
で
は
、
初
年
度
に
製
造

し
た
酒
は
ほ
と
ん
ど
売
れ
ず
、

翌
年
に
持
ち
越
し
た
と
あ
る
。

そ
こ
で
翌
18
年
に
吉
田
屋
は
長

崎
県
佐
世
保
市
内
に
支
店
を
開

設
。
海
軍
の
拠
点
と
し
て
発
展

し
て
い
た
佐
世
保
の
酒
需
要
を

見
込
ん
だ
。
こ
の
読
み
が
当
た

り
、
吉
田
屋
は
事
業
を
軌
道
に

乗
せ
る
こ
と
に
成
功
す
る
。

と
は
い
え
、
戦
中
、
戦
後
は

混
乱
の
時
代
。
吉
田
屋
も
例
外

な
く
、
空
襲
で
酒
蔵
が
被
害
を

受
け
た
ほ
か
、
物
資
不
足
の
な

創
業
１
０
３
年
の
吉
田

屋
は
、
創
業
者
の
吉

田
千
代
吉
氏
と
息
子

の
嘉
一
氏
が
酒
造
を
始
め
た
大

正
初
期
の
１
９
１
７
年
が
最
初

だ
。
た
だ
造
り
酒
屋
と
し
て
の

系
譜
は
明
治
時
代
に
遡
る
。

も
と
も
と
、
千
代
吉
氏
の
家

系
は
南
島
原
の
有
力
な
地
主
で
、

吉
田
家
は
様
々
な
事
業
を
手
掛

け
て
い
た
。
幕
末
期
は
島
原
藩

の
特
産
品
で
あ
る
蝋
を
生
産
し
、

明
治
期
に
は
醤
油
の
製
造
に
着

手
。
日
本
酒
造
り
は
１
８
７
４

年
か
ら
始
め
た
。
明
治
期
の
吉

田
家
当
主
の
記
録
に
よ
れ
ば
、

77
年
の
清
酒
生
産
量
は
１
０
０

石
（
約
１
万
８
０
０
０
ℓ
）
で
、

そ
の
後
も
し
ば
ら
く
酒
造
を
続

け
て
い
た
と
い
う
。

88
年
に
煙
草
製
造
に
業
態
を

転
換
し
、
商
標
登
録
し
た
煙
草
、

『
八
千
代
』
の
販
売
を
伸
ば
す

と
、
吉
田
家
は
酒
造
か
ら
離
れ

た
が
、
日
露
戦
争
の
戦
費
調
達

を
目
的
と
し
た
政
府
に
よ
る
煙

草
の
独
占
製
販
の
煽
り
を
受
け
、

煙
草
業
は
１
９
０
５
年
に
廃
業

に
追
い
込
ま
れ
る
。
そ
の
後
紆

余
曲
折
を
経
て
吉
田
家
が
30
年

ぶ
り
に
酒
造
に
戻
っ
た
の
が
大

正
初
期
の
17
年
で
あ
る
。
「
吉

田
屋
」
の
屋
号
の
も
と
、
１
０

０
年
以
上
に
亘
る
酒
造
史
の
幕

か
一
時
は
喫
茶
店
を
開
い
て
糊

口
を
凌
ぐ
。
そ
れ
で
も
吉
田
屋

が
酒
造
を
続
け
た
の
は
、
「
酒

造
り
は
地
域
文
化
を
背
負
っ
て

い
る
」
（
４
代
目
蔵
元
の
吉
田

嘉
明
代
表
）
と
の
確
た
る
信
念

が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

伝
統
法
で
独
自
性
追
求

戦
後
の
復
興
後
も
逆
風
が
吹

く
。
大
手
流
通
チ
ェ
ー
ン
の
台

頭
と
、
大
手
酒
造
メ
ー
カ
ー
と

の
競
争
激
化
だ
。
吉
田
代
表
は

過
去
を
振
り
返
り
、
「
元
々
取

引
の
あ
っ
た
地
元
の
酒
屋
が
如

実
に
減
っ
た
。
か
な
り
売
上
げ

が
落
ち
た
」
と
こ
ぼ
す
。

こ
の
状
況
は
２
０
０
０
年
代

に
入
っ
て
も
変
わ
ら
ず
、
吉
田

代
表
は
新
た
な
方
針
を
打
ち
出

す
。
す
な
わ
ち
高
付
加
価
値
化

で
あ
る
。
ま
ず
、
従
来
生
産
し

て
い
た
普
通
酒
か
ら
、
蔵
元
の

個
性
が
出
や
す
い
本
醸
造
や
純

米
酒
、
吟
醸
酒
と
い
っ
た
特
定

名
称
酒
へ
の
転
換
だ
。
さ
ら
に

独
自
色
を
模
索
す
る
な
か
で
着

目
し
た
の
が
、
伝
統
的
な
酒
造

法
、
『
撥
ね
木
搾
り
』
だ
っ
た
。

日
本
酒
を
製
造
す
る
際
、
も

ろ
み
と
呼
ば
れ
る
発
酵
し
た
米

を
圧
搾
し
、
酒
を
抽
出
す
る
工

程
が
あ
る
。
撥
ね
木
搾
り
で
は
、

長
さ
８
ｍ
程
の
太
い
木
材
を
梃

子
と
し
、
計
１
ｔ
に
な
る
重
石

で
も
ろ
み
を
搾
る
。
古
く
は
全

国
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
製
法

だ
が
、
一
度
の
処
理
量
が
限
ら

れ
、
か
つ
荷
重
の
加
減
を
職
人

の
経
験
と
勘
に
頼
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
か
ら
廃
れ
て
い

っ
た
の
だ
。
だ
が
、
繊
細
な
手

作
業
に
よ
り
「
も
ろ
み
を
過
度

に
搾
ら
ず
、
酒
の
味
が
ま
ろ
や

か
に
な
る
」
（
吉
田
代
表
）
利

点
が
あ
る
。

実
の
と
こ
ろ
、
吉
田
屋
も
時

代
の
流
れ
に
沿
っ
て
機
械
化
を

進
め
、
撥
ね
木
搾
り
に
よ
る
製

造
は
取
り
や
め
て
い
た
。
だ
が

あ
る
時
、
撥
ね
木
搾
り
の
話
を

知
人
か
ら
聞
き
つ
け
た
吉
田
代

表
が
蔵
を
探
す
と
、
部
品
の
一

つ
に
至
る
ま
で
当
時
の
設
備
が

そ
っ
く
り
残
っ
て
い
た
の
だ
。

搾
り
方
の
知
見
こ
そ
な
か
っ
た

も
の
の
、
吉
田
屋
は
03
年
か
ら

本
格
的
に
取
り
組
み
、
数
年
の

試
行
錯
誤
を
経
て
、
撥
ね
木
搾

り
製
法
を
確
立
す
る
。

一
方
で
、
吉
田
代
表
は
20
年

前
か
ら
『
花
酵
母
』
と
い
う
特

殊
な
酵
母
を
酒
造
り
に
用
い
て

き
た
。
こ
れ
は
、
花
の
表
面
か

ら
採
取
し
た
酵
母
を
培
養
し
た

も
の
で
、
吉
田
代
表
が
か
つ
て

在
籍
し
て
い
た
東
京
農
業
大
学

が
開
発
し
た
も
の
だ
。
花
の
香

り
が
生
じ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

酒
の
も
ろ
み
か
ら
分
離
さ
れ
る

一
般
的
な
清
酒
酵
母
と
は
異
な

る
独
特
の
芳
香
が
生
ま
れ
る
と

い
う
。

い
ま
や
吉
田
屋
は
伝
統
製
法

を
用
い
た
酒
蔵
と
い
う
形
を
確

立
し
た
が
、
単
に
古
い
も
の
を

続
け
る
こ
と
で
長
期
の
繁
栄
を

実
現
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
む

し
ろ
、
社
会
変
化
の
波
に
揉
ま

れ
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
結
果
、

過
去
の
技
術
の
復
興
に
行
き
着

い
た
の
だ
。
そ
う
し
た
姿
勢
は

奇
し
く
も
明
治
期
の
吉
田
家
の

姿
に
重
な
ら
な
く
も
な
い
。

「
創
業
１
０
０
年
は
酒
蔵
と

し
て
は
ま
だ
ま
だ
若
手
」
と
意

気
込
む
吉
田
代
表
。
今
後
は
最

終
顧
客
と
の
関
係
構
築
に
努
め

る
と
同
時
に
、
日
本
酒
が
欧
州

な
ど
で
評
価
さ
れ
始
め
て
い
る

こ
と
に
着
目
し
、
海
外
展
開
を

視
野
に
入
れ
、
現
在
年
間
90
石

（
約
１
万
６
２
０
０
ℓ
）
の
生

産
量
を
さ
ら
に
増
や
す
考
え
だ
。

吉
田
屋
の
今
後
の
発
展
が
期
待

さ
れ
る
。

Tradition & Pride

伝統を付加価値に
小さな酒蔵の生きる道

巨大な梃子と重石で酒を搾り出す
伝統の酒造法にこだわる造り酒屋がある。
長崎県南島原市の酒蔵、吉田屋だ。

なぜ伝統製法なのか。

吉田屋

～吉田屋 103年の歩み～
1915年

1917年

1918年

1922年

1944年

1947年

1982年

2006年

2007年

2018年

嘉一氏が叔父の家で酒造を学ぶ

千代吉氏と嘉一氏が酒造業を始める

千代吉氏夫妻の名を取り、銘柄を千代菊に

佐世保支店を開設

銘柄を萬勝に変更

空襲による爆弾の直撃で酒蔵に被害

嘉一氏が吉田屋を合資会社化し、代表社員となる

嘉則氏が代表に就任

初の蔵開き一般公開を行う

嘉明氏が代表に就任

自社の甘酒が『にっぽんの宝物』の世界大会で

グランプリを受賞

現在の本社外観

創業当時の銘柄は千代吉夫妻の名を取った
「千代菊」。後に「萬勝」へと変更された

撥ね木搾りの様子

本社併設の販売コーナーでは試飲も可能

吉田嘉明代表
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──なぜ貴行を志望した？
もともとは社会福祉士になりたかった。
ただ、大学で高齢者施設の経営に興
味を持ち、金融面の支援などを考えるよ
うになり、それが銀行を志望するきっかけ
になったように思う。親戚が勤めていたこ
ともあって、当行を志望した。

──これまでの仕事内容とそ
こで得た経験は？
入行後１年目は、喜多方支

店でお客様に預金や融資を
ご案内し、２年目から個人のお
客様を中心に渉外業務を行
った。私が入行した年にちょうど
リーマンショックが起こり、お客
様が保有している投資信託
の運用実績が急激に悪化し
た。資産運用の提案やフォロ
ーが大変で、お伺いした際に
嫌な顔をされた記憶がある。
当時は入行したばかりで、
不安を感じながら営業してい
たが、とにかく逃げずに訪問す
ることを心掛けた。もちろんお
客様のなかには、私が苦手と
する方もいらしたが、当時の上
司から、気の進まないお客様こ
そ朝一番にお伺いするようアド
バイスをいただき、実践した。
結局、こうしたお客様から、訪
問を続けたことに対する感謝
の言葉をいただいた。
この経験は、意外にも平支
店に赴任して法人顧客への
渉外業務を任された時に活き
た。法人のお客様に対し、たと
え決算の内容が悪くなっても、私は変わ
らず訪問し続けたのだ。お客様の決算
内容が悪いと、その企業から足が遠のく
か、あるいは急いで債権の回収に走る
行員が多いだろう。一方でお客様にも
銀行から見放されるのではないかという
不安が生じるように思う。それでも、一時
の決算内容に左右されず、私は変わら
ず訪問し続けたので、その後決算書に

は現れない悩みをお客様から相談して
いただけるようになった。

──ビジネスマッチングのポイントは？
お客様の悩みはこれだろうと、私が勝
手に判断しないように心掛けている。同

時に、この話はお客様が興味を示さな
いだろうなどとも決めつけず、あらゆる情
報をお伝えするようにしている。
以前自宅の庭に太陽光発電設備を

導入したお客様に対し、提携先の企業
が始めた保険付き太陽光発電設備投
資についてお話ししたことがあった。もう１
件ぜひやりましょうと強く訴える気はなく、
単に情報を提供するだけのつもりだった

が、そのお客様はちょうど遺産相続によっ
て得た遠方の土地の運用を考えていた
ところだった。白河からそこまでは車で３～
４時間かかる距離で、保険付き太陽光
発電設備投資の提案を大変お喜びい
ただいた。このように、お声がけする数が
多ければ、その分ビジネスマッチングが
成功する可能性は増えるように思う。

──仕事のやりがいは？
ひとつはお客様の夢のお手伝いがで

きることだろう。壮大な夢を掲げて挑戦さ
れる経営者の方々がいらっしゃって、そ
れは私では到底できないことだが、それ
を金融面で支援させていただくことはで
きる。つまり経営者の夢を経営者とともに
叶えていくこと。それがこの仕事の醍醐味
のひとつだ。
一方で、平支店にいた頃、災害立地
補助金を活用して新工場を建設する企
業を担当したことがある。単に融資に関
する会話を交わすだけでなく、事業計画
の策定や収支シミュレーションの立案な
どを手掛け、その企業に深く携わることが
できた。そして私が白河支店に異動する
際、その企業の社長から「君が一番の
担当者だった」とお褒めの言葉をいた
だいた。これは素直に嬉しかった。
福島県は震災によって大きな打撃を
受けたけれども、震災復興事業に携わる
ことができたことをいまも誇りに思ってい
る。

──現在の課題は？
金融以外の知識を身に付けることだ。
多種多様な企業と業務提携を進めてい
った結果、提案できるサービスの数は増
えている。しかし、浅い知識だけでは、お
客様からの信頼を得ることは難しい。
後輩の育成も課題だ。私が入行した

頃よりも、いまの新入社員は、覚えること、身
に付けることが多い。それゆえ、指導する側
も、指導される側も負担が増していると感
じる。指導する立場としては、教える事柄を
１つずつ咀嚼したうえで、丁寧に指導して
いかなければならないと思っている。

──なぜ貴行を志望した？
大学の卒業を控え、就職
活動をするにあたって、当時
住んでいた関東で働くか、地
元の静岡に戻って働くか迷っ
た。その時、生まれ育った静岡
のために仕事をしたいという思
いが強くあったので、その思い
を優先した。一方で大学時代
に学んだ知識を活かしたいと
いう思いもあって、当行への就
職を志望した。当行の旧本部
の建物が実家のすぐ近くにあ
り、かねてより親近感を抱いて
いたことも、当行を選んだきっ
かけのひとつだったように思う。

──入行からの業務は？
入行から一貫して法人営

業に携わってきた。当行の場
合、新入社員は一通りの店頭
業務を経験したあと、個人営
業か法人営業に分かれる。私
は特にこれという希望があった
わけではないが、たまたま法人
営業の担当になった。
法人営業には答えがなく、奥

が深いと感じる。銀行業務には細かな
規定があることに加え、お客様への提案
にも型のようなものが存在するが、法人
営業ではその範疇に収まらない局面に
出くわすことがある。規定や前例がないも
のを、行内外の知恵を借りつつ手探り
で挑むことは、法人営業の醍醐味の一
つだと感じる。

──仕事上の悩みは？
銀行は、営利企業であるが、公共のイ

ンフラとしての役目もある。お客様への提
案は銀行とお客様、双方にとって有益で
なければならず、それが理想だ。しかし
入社したばかりの頃はその理想と自分の
仕事に乖離があるように思えて悩んだ。
そんな時、当時の上司から、悩んだ時
は立ち止まって自らを客観視するように言
われ、そのうえでお客様のことを第一に考

えるよう助言をいただいた。これはいまで
も行員としての私の指針になっている。

──仕事のやりがいは？
若くても、経営者の方 と々ある意味対
等に対話できることだと思う。そして経営
者の方々から、静岡銀行の行員としてだ
けでなく、自分自身も認めていただいた
時にやりがいを感じる。たとえば、転勤す
る際に、その旨をお世話になった経営者
の方に告げた時、「寂しくなるね」と言わ
れたり、「君だから融資をお願いしたん
だよ」といったありがたいお言葉をいた
だいたりしたことがある。それは、支店の目
標を達成することや、自らが担当した融
資によって新たに工場が建つといったこ
とよりも嬉しく思えた。

──顧客とどう関係を築く？

可能な限り、素の自分を出して話すよ
うにしている。その方がお客様に安心して
いただけるように思うからだ。逆に自分を
偽るようなことをしてはならないと戒めてい
る。その場で自分を偽って大きく見せたと
しても、長いお付き合いの中で、自分の
本質は見透かされてしまう。互いの信頼
関係が第一の仕事なので、自分から素
を出し、お客様にも素を出していただけ
るような関係づくりを心掛けている。
理想はお客様から頼られる、一番にご

相談いただける行員になること。そのため
に行員は提案の引き出しを多く備えてい
なければならないが、仮に提案力があっ
ても、経営者の方に「こんなことを行員に
相談すべきではない」との考えを抱かせ、
経営者の方から悩みを打ち明けてもらえ
ない行員は未熟と言わざるを得ない。
いまや単にお金を貸したり預かったり

ではなく、お客様の課題解決が行員の
役目だからだ。お客様との会話のなかに
現れてくる悩みの欠片を拾い、自分のツ
ールと結びつけていくのだ。
他行と金利で競い続けても地域金融

全体が疲弊してしまうだけだ。やはりいか
に付加価値のある提案ができるか。その
積み重ねによって勝ち得た信頼に対し
て、相応の対価をいただく。これが目指
すべき姿だと考えている。

──現在の課題は？
私は課長職に就いているが、部下に

指示を出して全体を取りまとめるような仕
事はあまりしていない。ただ今後はそうし
た役目が求められてくるだろう。そのため
の管理能力を身に付けることが今後の
課題だと思う。そういった役割を担えるよ
う、これからも先輩方を見て学んでいく。

──将来のビジョンは？
これから地方銀行の業務は増えてい

くだろう。銀行が地域商社を設立するよ
うな例もある。地方創生をキーワードとし
た業務の広がりに、大きな可能性を感じ
ている。こういう機会が訪れたら、ぜひ挑
戦していきたい。

福島銀行
白河支店
渉外第１課長代理
中川学

金
融
支
援
を
通
じ
て
お
客
様
と
夢
を
叶
え
る

プロフィール●1９８５年福島市生まれ。２００８年東海
大学健康科学部卒業後、福島銀行へ入行。喜多方支
店、郡山営業部、平支店にて渉外業務に携わる。17年
４月に白河支店に異動し現職。

秀逸バンカーの
仕事観期待の 逸 材

静岡銀行
磐田支店
渉外担当課長
山本真也

お
客
様
に
認
め
て
も
ら
う
こ
と  

そ
れ
が
何
よ
り
の
や
り
が
い

プロフィール●1983年静岡市生まれ。2006年横浜市
立大学商学部卒業後、静岡銀行へ入行。焼津支店、
富士支店、大井町支店を経て、18年磐田支店に配属。
現在渉外担当課長を務める。

期待の 逸 材
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│
│
Ｄ
Ｘ
と
デ
ジ
タ
ル
化
は
何
が

違
う
の
で
す
か
。

た
と
え
ば
、
書
類
の
電
子
化
は

デ
ジ
タ
ル
化
で
す
が
、
書
類
の
受

け
渡
し
を
電
子
メ
ー
ル
で
行
い
、

書
棚
で
管
理
し
て
い
た
書
類
を
ク

ラ
ウ
ド
上
で
保
管
し
、
テ
レ
ワ
ー

ク
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
Ｄ
Ｘ
の
一
例
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、

単
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
と
区

別
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
っ
て
仕
事
の
取
り
組
み

方
が
変
わ
り
、
既
存
の
価

値
観
や
事
業
自
体
が
変
革

す
る
こ
と
を
Ｄ
Ｘ
と
い
い

ま
す
。

も
っ
と
も
、
テ
レ
ワ
ー

ク
は
い
ま
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
措

置
と
し
て
多
く
の
企
業
が

実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の

点
で
リ
ス
ク
管
理
の
側
面

が
強
い
の
で
す
が
、
事
業

の
発
展
や
企
業
の
成
長
を

目
的
に
Ｄ
Ｘ
を
導
入
す
る

前
向
き
な
事
例
も
あ
り
ま

す
。

│
│
中
小
企
業
も
Ｄ
Ｘ
を
導
入
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
小
企
業
の
導
入
事
例
は
増
え

て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
学
習
塾
の
例
を
挙

し
た
。
塾
に
来
る
度
に
ポ
イ
ン
ト

が
た
ま
る
ポ
イ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に

し
て
、
た
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
で
文

房
具
用
品
と
交
換
で
き
る
仕
組
み

に
し
た
の
で
す
。
生
徒
に
対
し
て

塾
に
通
う
意
識
を
高
め
た
と
い
う

点
に
お
い
て
Ｄ
Ｘ
を
図
っ
た
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

│
│
他
に
は
ど
の
よ
う
な
事
例
が

あ
り
ま
す
か
。

中
古
車
査
定
で
は
、
従
来
は
、

売
り
手
が
車
を
持
ち
込
ん
で
業
者

が
査
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

は
、
専
用
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
売

り
手
が
車
の
写
真
を
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
す
れ
ば
、
自
動
で
査
定
さ
れ
る

仕
組
み
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
古
車
の
販
売
会
社
は
、
人
手
が

か
か
ら
な
く
な
っ
た
の
で
、
そ
の

分
、
車
の
査
定
額
を
高
く
し
て
売

り
手
に
メ
リ
ッ
ト
を
提
供
し
つ
つ

買
い
手
に
も
安
く
販
売
で
き
ま
す
。

し
か
も
全
国
へ
取
引
を
拡
大
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
興
味
深
い
Ｄ
Ｘ
の
導
入

例
と
し
て
は
あ
る
ネ
ジ
メ
ー
カ
ー

の
話
で
し
ょ
う
。
ネ
ジ
の
種
類
は

無
数
に
あ
っ
て
、
多
品
種
少
量
の

特
殊
な
ネ
ジ
は
な
か
な
か
手
に
入

れ
ら
れ
な
い
た
め
、
そ
の
ネ
ジ
メ

ー
カ
ー
は
受
注
生
産
を
始
め
よ
う

と
、
ネ
ジ
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
立
ち

上
げ
た
の
で
す
。
ネ
ジ
は
多
品
種

で
す
か
ら
、
自
ず
と
多
く
の
ネ
ジ

を
サ
イ
ト
に
載
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ

ト
は
ネ
ジ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
な
り
、
結
果
と
し
て
、
そ
の
ネ

ジ
メ
ー
カ
ー
は
数
多
く
の
ネ
ジ
を

扱
う
商
社
機
能
を
持
つ
こ
と
に
な

後
は
、
仕
事
の
や
り
方
が
大
幅
に

変
わ
る
の
で
、
そ
の
変
化
を
受
け

入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
従

来
の
手
法
で
仕
事
を
進
め
て
き
た

古
参
社
員
に
と
っ
て
抵
抗
が
あ
る

で
し
ょ
う
し
、
そ
う
し
た
古
参
社

員
が
上
役
に
い
て
Ｄ
Ｘ
に
否
定
的

な
場
合
、
下
で
働
く
部
下
は
戸
惑

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
を
始
め

る
の
で
あ
れ
ば
、
従
来
の
手
法
を

完
全
に
捨
て
去
る
く
ら
い
の
覚
悟

が
必
要
で
す
。

で
は
、
仮
に
全
社
的
に
Ｄ
Ｘ
を

導
入
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

と
し
て
、
次
の
留
意
点
は
、
ど
の

よ
う
な
Ｄ
Ｘ
を
ど
の
部
分
に
導
入

し
、
ど
う
事
業
に
活
か
す
か
、
具

体
的
か
つ
包
括
的
に
設
計
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｉ
Ｔ

や
Ｄ
Ｘ
に
詳
し
い
実
務
の
担
当
者

を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
。

│
│
Ｄ
Ｘ
の
導
入
に
お
け
る
課
題

は
あ
り
ま
す
か
。

中
小
企
業
に
は
一
度
導
入
し
た

シ
ス
テ
ム
を
長
く
使
い
続
け
る
傾

向
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
デ
ジ
タ

ル
技
術
は
急
速
に
進
化
し
て
い
ま

す
。
か
つ
て
導
入
し
た
最
新
の
シ

ス
テ
ム
が
、
い
ま
は
非
効
率
な
古

い
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
よ
く
起
こ
る
の
で
す
が
、

中
小
企
業
の
方
々
は
事
業
に
支
障

が
な
い
か
ら
問
題
な
い
と
判
断
し

が
ち
で
す
。
古
い
シ
ス
テ
ム
を
使

い
続
け
る
と
、
社
会
の
変
化
に
乗

り
遅
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
の
で
、

こ
の
点
は
課
題
と
捉
え
、
注
意
し

て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

た
だ
最
大
の
課
題
は
、
や
は
り

人
材
不
足
だ
と
思
い
ま
す
。
中
小

企
業
に
は
、
Ｄ
Ｘ
の
導
入
に
対
し

て
適
切
に
投
資
判
断
で
き
る
人
材

が
い
な
い
の
で
す
。
そ
も
そ
も
Ｄ

Ｘ
の
必
要
性
を
感
じ
な
い
ま
ま
事

業
を
継
続
し
て
き
た
企
業
が
多
い

の
で
、
当
然
の
現
象
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
Ｉ
Ｔ
や
Ｄ
Ｘ
の
知
識
が
あ

り
、
か
つ
社
内
の
事
情
を
よ
く
理

解
し
た
う
え
で
、
適
切
に
Ｄ
Ｘ
を

導
入
す
る
実
務
担
当
者
の
育
成
が

鍵
に
な
る
で
し
ょ
う
。

│
│
中
小
企
業
が
人
材
不
足
の
課

題
を
克
服
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

社
内
の
人
材
を
外
部
の
研
修
な

ど
に
派
遣
し
て
育
成
す
る
の
も
ひ

と
つ
で
す
が
、
中
小
企
業
向
け
に

Ｄ
Ｘ
を
構
築
す
る
企
業
が
あ
る
の

で
、
そ
こ
に
委
託
す
る
と
い
う
の

が
現
実
的
な
方
法
に
な
る
で
し
ょ

う
。
た
だ
委
託
す
る
に
し
て
も
、

Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
そ

の
有
効
性
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度

理
解
を
深
め
て
お
く
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

り
、
業
容
拡
大
に
繋
が
っ
た
の
で

す
。

│
│
中
小
企
業
も
Ｄ
Ｘ
を
導
入
す

る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

中
小
企
業
こ
そ
Ｄ
Ｘ
を
積
極
的

に
導
入
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

確
か
に
、
Ｄ
Ｘ
の
導
入
に
あ
た
っ

て
は
、
相
応
の
投
資
が
必
要
に
な

り
ま
す
が
、
Ｄ
Ｘ
は
慢
性
的
な
人

手
不
足
の
課
題
を
解
決
す
る
手
段

と
な
り
得
ま
す
。
中
小
企
業
が
限

ら
れ
た
人
材
で
生
産
性
を
高
め
て

い
く
た
め
に
は
、
極
力
雑
用
や
軽

作
業
を
減
ら
し
て
合
理
化
を
図
る

べ
き
で
あ
り
、
そ
の
点
で
Ｄ
Ｘ
は

有
効
で
す
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
Ｄ

Ｘ
を
活
用
し
な
い
企
業
は
今
後
取

り
残
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
Ｄ
Ｘ

の
進
化
に
伴
い
、
社
会
の
ニ
ー
ズ

は
変
化
し
て
い
ま
す
。
も
は
や
企

業
は
Ｄ
Ｘ
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
な

い
の
で
す
。

│
│
中
小
企
業
が
Ｄ
Ｘ
を
導
入
す

る
際
の
留
意
点
は
何
で
す
か
。

ま
ず
、
経
営
層
が
覚
悟
を
決
め

て
、
旗
を
振
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
す
べ
て
の
社
員
が
Ｄ
Ｘ
の

導
入
を
前
向
き
に
捉
え
、
全
社
的

に
取
り
組
む
環
境
を
つ
く
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
も
、

Ｄ
Ｘ
の
導
入
に
は
、
時
間
と
人
手

と
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。
導
入

げ
ま
し
ょ
う
。
最
近
は
、
子
供
の

所
持
品
に
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
つ
け
、

そ
れ
を
読
み
取
る
機
器
を
玄
関
に

置
い
て
、
子
供
の
出
欠
状
況
や
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
管
理
す
る
デ
ジ
タ

ル
化
の
導
入
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

そ
の
塾
は
こ
の
機
能
を
応
用
し
ま

経営コンサル、Ｐ＆Ｅディレクションズによる『いまさら聞けない』シリーズ。
今回はデジタル化で既存の価値観を変え、

事業そのものを変革するＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）について解説してもらう。

い ま さ ら  　 聞 け な い

デジタルトランスフォーメーション

古賀勝プリンシパル
1970年福岡県生まれ。97年九州大学大学院システム情報科学研究科博士後期
課程修了後、大手電機メーカー研究所、米国大手測定器メーカー、外資系コンサ
ル会社などを経て、P&Eディレクションズ入社。市場性・事業性評価支援、新規市
場参入支援、国際的な企業の合併・買収・提携支援、デジタル化導入支援などを
含む戦略的コンサルティングサービスを提供。博士（工学）、MBA（経営学修士）。

お問い合わせ先

株式会社ピー・アンド・イー・ディレクションズ
東京都中央区銀座6-8-7交詢ビルディング8階
TEL●03-3573-0070  Email●info@ped.co.jp
http://www.ped.co.jp
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地域経済

アナライズ

　2020年度本予算の中小企業対策費は1752.7億円と、
前年度を17億円下回る微減となった。
　経営安定と取引適正化にかかる予算では前年度から
大きな増減はなく横ばい。事業承継を推進するための新た
な信用保証制度などに関連する『経営安定関連保証等基
金補助金』が3割増加した。
　中小企業庁所管の『中小企業海外展開等支援事業費
補助金』は大幅減となったが、別途経産省本省において中

小企業の海外展開を促進する事業を強化するという。中
小企業庁では20年度より新たに『JAPANブランド育成支
援等事業』を開始する。
　このほか、19年度補正予算が20年度にも引き継がれ、
特に『独立行政法人中小企業基盤整備機構運営費』とし
て3600億円充てられた『中小企業生産性革命推進事業』
が目玉だ。生産性向上に資する設備投資や販路開拓、IT
導入などの取り組みを支援する。

中小企業対策費微減

▶︎実質総生産（2016年度） 単位：百万円

▶︎有効求人倍率（2019年） 単位：倍

※矢印は各都道府県における前年比増減を示す
※厚生労働省資料をもとに作成。月間有効求人数を月間有効求職者数で除して得た月間有効求人倍率の年平均値。新規学卒者を除きパートタイムを含む	

経済指標ランキング（都道府県別）

雇用指標ランキング（都道府県別）

▶︎実質総生産の伸び率（2016年度の伸び率） 単位：％

地域経済

アナライズ

2020年度本予算の中小企業対策費
管轄 項目 2020年度

（億円）
2019年度
（億円）

19年度比
増減率

経済産業省

経営革新・創業促進費 394.3 468.3 -15.8%

中小企業経営支援等対策費関係 137.1 143.8 -4.7%

中小企業経営支援等対策費補助金 246.5 306.0 -19.4%

中小企業海外展開等支援事業費補助金 10.0 18.1 -45.0%

その他 0.7 0.4 68.2%

中小企業事業環境整備費 79.9 65.0 23.0%

経営安定関連保証等基金補助金 59.9 46.0 30.2%

事業環境整備対策費補助金 11.0 11.0 0.0%

日本政策金融公庫補助金 0.8 0.8 -4.0%

その他 8.3 7.2 15.7%

経営安定・取引適正化費 43.2 44.4 -2.7%

消費税転嫁等対策非常勤職員手当 21.7 21.7 0.0%

経営安定等対策委託費 9.8 9.6 2.1%

消費税転嫁等対策委託費 7.5 8.5 -11.5%

事業環境向上支援委託費 1.9 1.9 0.0%

消費税転嫁等対策庁費 1.5 1.6 -6.7%

その他 0.7 1.0 -29.7%

独立行政法人中小企業基盤整備機構運営費 175.5 177.0 -0.8%

一般勘定運営費交付金 138.2 133.0 3.9%

小規模企業共済勘定運営費交付金 24.3 30.6 -20.4%

中小企業倒産防止共済勘定運営費交付金 13.1 13.4 -2.7%

日本政策金融公庫出資金 2.0 2.0 0.0%

日本政策金融公庫補給金 205.3 206.6 -0.6%

その他 240.8 204.0 18.0%

財務省
日本政策金融公庫出資金 433.0 460.0 -5.9%

日本政策金融公庫補給金 167.9 155.9 7.7%

厚生労働省

中小企業最低賃金引上げ支援対策費 10.9 6.9 57.0%

中小企業最低賃金引上げ支援対策費補助金 7.8 5.7 37.0%

その他 3.0 1.2 160.0%

合計 1752.7 1790.0 -2.0%

❶ 東京都 103,752,488 

❷ 大阪府 38,020,973 

❸ 愛知県 37,484,171 

❹ 神奈川県 33,678,523 

❺ 埼玉県 22,099,358 

❻ 兵庫県 20,300,043 

❼ 千葉県 19,539,157 

❽ 福岡県 18,413,355 

❾ 北海道 18,239,995 

❿ 静岡県 16,421,711 

⓫ 茨城県 12,386,117 

⓬ 広島県 11,527,273 

❶ 東京都 2.103 ↘

❷ 広島県 2.052 ↘

❸ 福井県 2.050 ↘

❹ 岡山県 2.027 ↗

❺ 岐阜県 2.012 ↗

❻ 石川県 1.954 ↘

❼ 愛知県 1.930 ↘

❽ 富山県 1.913 ↘

❾ 香川県 1.805 ↗

❿ 大阪府 1.785 ↗

⓫ 鳥取県 1.719 ↗

⓬ 島根県 1.706 ↘

❶ 熊本県 3.92

❷ 和歌山県 3.91

❸ 滋賀県 3.64

❹ 三重県 3.43

❺ 山口県 3.37

❻ 沖縄県 3.19

❼ 愛媛県 2.62

❽ 山形県 2.46

❾ 奈良県 2.34

❿ 京都府 2.00

⓫ 長崎県 1.79

⓬ 神奈川県 1.55

⓭ 京都府 10,210,930 

⓮ 宮城県 9,230,865 

⓯ 栃木県 8,593,174 

⓰ 新潟県 8,479,878 

⓱ 群馬県 8,122,931 

⓲ 長野県 8,024,953 

⓳ 三重県 7,907,067 

⓴ 福島県 7,571,582 

� 岡山県 7,364,777 

� 岐阜県 7,339,552 

� 滋賀県 6,155,970 

� 山口県 5,868,244 

⓭ 群馬県 1.702 ↘

⓮ 三重県 1.661 ↘

⓯ 愛媛県 1.645 ↗

⓰ 新潟県 1.640 ↘

⓱ 宮城県 1.638 ↘

⓲ 熊本県 1.632 ↘

⓳ 山口県 1.623 ↗

⓴ 茨城県 1.621 ↗

� 長野県 1.602 ↘

� 京都府 1.601 ↗

� 静岡県 1.578 ↘

� 福岡県 1.574 ↘

⓭ 広島県 1.41

⓮ 山梨県 1.37

⓯ 秋田県 1.07

⓰ 香川県 1.07

⓱ 島根県 1.05

⓲ 福島県 1.03

⓳ 鳥取県 0.89

⓴ 静岡県 0.87

� 岐阜県 0.81

� 宮崎県 0.77

� 福岡県 0.65

� 兵庫県 0.63

� 熊本県 5,712,669 

� 鹿児島県 5,177,677 

� 愛媛県 4,863,335 

� 石川県 4,474,967 

� 岩手県 4,470,633 

� 青森県 4,467,393 

� 富山県 4,408,858 

� 長崎県 4,395,723 

� 大分県 4,150,801 

� 沖縄県 4,131,979 

� 山形県 3,932,076 

� 香川県 3,697,744 

� 山形県 1.539 ↘

� 大分県 1.532 ↘

� 福島県 1.514 ↘

� 徳島県 1.500 ↗

� 奈良県 1.495 ↗

� 秋田県 1.487 ↘

� 宮崎県 1.454 ↘

� 兵庫県 1.431 ↘

� 山梨県 1.420 ↘

� 和歌山県 1.413 ↗

� 栃木県 1.405 ↘

� 岩手県 1.388 ↘

� 東京都 0.61

� 鹿児島県 0.60

� 埼玉県 0.56

� 群馬県 0.36

� 新潟県 0.30

� 石川県 0.29

� 愛知県 0.17

� 高知県 0.13

� 茨城県 0.09

� 長野県 0.06

� 大阪府 0.04

� 青森県 -0.07

� 奈良県 3,555,393 

� 宮崎県 3,551,221 

� 和歌山県 3,513,805 

� 秋田県 3,333,478 

� 山梨県 3,264,524 

� 福井県 3,100,667 

� 徳島県 2,998,432 

� 佐賀県 2,764,767 

� 島根県 2,441,114 

� 高知県 2,317,013 

� 鳥取県 1,823,367 

※内閣府統計資料をもとに作成

� 滋賀県 1.351 ↘

� 鹿児島県 1.351 ↗

� 埼玉県 1.319 ↘

� 千葉県 1.316 ↘

� 佐賀県 1.298 ↘

� 高知県 1.290 ↗

� 青森県 1.248 ↘

� 北海道 1.247 ↗

� 長崎県 1.217 ↘

� 沖縄県 1.195 ↗

� 神奈川県 1.190 ↘

� 千葉県 -0.26

� 佐賀県 -0.26

� 徳島県 -0.54

� 宮城県 -0.60

� 栃木県 -0.77

� 岩手県 -0.78

� 富山県 -0.90

� 北海道 -1.29

� 大分県 -1.35

� 福井県 -1.76

� 岡山県 -2.02

※内閣府統計資料をもとに作成
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OPINION
「営農発電は、農業振興の有効な手段」
農林水産省食料産業局
バイオマス循環資源課 再生可能エネルギー室 

川中正光 室長


